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平成２２年度 

　三好町長は２月１９日の町議会本会議において、平成２２
年度の施政方針演説を行い、昨年度に引き続き、元気な大
磯の実現に向けた決意を表明しました。 
　施政方針の詳細は町民情報コーナー、町ホームページで
閲覧できます。 
 

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
（
抜
粋
） 

　
一
昨
年
に
始
ま
っ
た
世
界
同

時
不
況
の
影
響
が
本
町
に
も
及

び
始
め
、
町
の
財
政
状
況
は
よ

り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
町
で
は
、
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
や
財
政
健
全

化
計
画
の
も
と
で
引
き
続
き
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
限
ら
れ
た
人
材
・
財
源
を

有
効
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
環

境
」「
観
光
」「
教
育
」
の
三
本

柱（
３
Ｋ
）に
加
え
、
平
成
22
年

度
は
「
防
災
」
も
重
点
施
策
に

位
置
づ
け
、
積
極
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
町
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
新
年
度
は
私

に
と
り
ま
し
て
４
年
目
の
総
括

の
年
で
も
あ
り
、
私
が
就
任
以

来
目
標
に
掲
げ
て
き
た
「
大
磯

を
元
気
に
！
」
の
実
現
を
目
指

し
、
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

  

　
環
境
対
策
は
、
〝
エ
コ
の
町

　
大
磯
〞
を
目
指
し
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
掲
げ
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と

で
、
里
地
・
里
山
保
全
や
遊
休

農
地
・
荒
廃
農
地
の
解
消
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。 

　
観
光
は
、
〝
夢
の
あ
る
観
光

立
町
〞
を
目
指
し
、「
海
の
駅
」

を
中
心
と
し
た
大
磯
港
を
拠
点

に
、
「
陸（
お
か
）の
駅
」
計
画

へ
と
つ
な
ぐ
本
町
の
歴
史
的
・

文
化
的
資
産
や
豊
か
な
自
然
を

観
光
資
源
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
、
体
験
型
観
光
の
企

画
・
立
案
を
推
進
し
ま
す
。 

　
教
育
の
分
野
で
は
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
が
全
て
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
他
の
教
育
環

境
の
整
備
を
順
次
進
め
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
で
は
民
間
の

活
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に

活
用
し
、
多
様
な
教
育
環
境
の

提
供
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま

す
。 

           

　
防
災
は
、
地
域
防
災
体
制
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
防
災

計
画
全
体
を
見
直
す
と
と
も

に
、
消
防
分
団
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
や
街
頭
消
火
器

を
計
画
的
に
更
新
し
、
防
災
体

制
の
維
持
確
保
に
努
め
ま
す
。   

　
ま
た
、
防
災
を
含
め
た
危
機

管
理
体
制
を
充
実
強
化
す
る

た
め
、
防
災
対
策
室
の
名
称
を

「
危
機
管
理
対
策
室
」
に
改
め

ま
す
。 

 【
主
な
事
業
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】 ▲防災体制強化のため導入した消防車両 

◎問い合わせ　政策課　☎内線204

重
点
的
な
取
組
み 

▲議場で施政方針演説を行う三好町長 
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平成22年度の主な事業 

「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」 
の実現のために 

安全で安心なあたたかみのあるまちづくり　子育て支援総合センターの運営 など 
地域会館耐震事業(虫窪老人憩の家） 536万円 

地域防災計画改訂事業 310万円 

防災士※養成事業 31万円 
※防災に関する十分な意識・知識・技能を有すると認められた人（資格認定者） 

海抜表示板整備事業（電柱に海抜表示板を設置） 12万円 

救急医療情報キット配布事業 223万円 

小型動力ポンプ付積載車整備事業 1,757万円 

（第４・７分団消防ポンプ自動車） 

消費者行政活性化事業 115万円 

子ども手当等支給事業 5億1,418万円 

子育て支援総合センター運営事業 506万円 

小児医療費助成事業 5,564万円 

母子保健事業（妊婦・乳幼児健康診査など） 1,751万円 

特定不妊治療費助成事業 50万円 

健康増進計画策定事業 27万円 

スポーツ振興計画策定事業 27万円 

健康増進事業 3,001万円 

（がん検診、健康診査、健康相談など） 

町営月京住宅建替事業 595万円 

（平成22年度～平成23年度継続事業） 

ジェネリック医薬品普及促進事業 25万円 

（国民健康保険事業） 

11

22

33

44

55

町の指針である、第四次総合計画（平成１８年度～平成３２年度）の5つの施策の大綱に基づき、 
平成２２年度の主な事業を分類し、紹介します。 

新 

新 

新 

新 

新 新 

新 

新 

新 

新 

新 新 

新 

町民の力や知恵が集まるまちづくり　地域会館の整備 など 
地域会館整備事業 479万円 

（（仮称）台町会館基本・実施設計） 

（仮称）自治基本条例策定事業 30万円 

永年保存文書電子データ化事業 2,978万円 

（緊急雇用創出事業） 

戸籍電算化システム導入事業 5,054万円 

（平成21年度～平成22年度継続事業） 

第５次行政改革大綱の策定 12万円 

第２次財政健全化計画の策定  

第３次定員適正化計画の策定  

図書館窓口等サービス向上事業 2,688万円 

（ふるさと雇用再生事業） 

新 新 

新 

新 

新 

人と自然が共生する循環のまちづくり　剪定枝・廃食用油の分別化 など 
（仮称）清潔なおおいそまち条例策定事業 13万円 

住宅用太陽光発電設備設置費補助事業 420万円 

ごみ処理広域化事業 1億3,342万円 

（次期環境事業センター建設費負担金等） 

剪定枝・廃食用油収集・処理事業 1,100万円 

高齢者世帯ごみ戸別収集モデル事業 100万円 

一般廃棄物（ごみ・生活排水）処理基本計画 210万円 

改訂事業 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 

新 新 

心豊かな人を育てるまちづくり　小学校35人学級編制2年生まで拡大 など 
国府小学校プール整備事業（実施設計） 594万円 

国府中学校改修工事（グラウンド改修実施設計） 329万円 

教育振興推進事業 1,122万円 

（小学校35人学級編制2年生まで拡大） 

教材用ＡＥＤトレーニングキット整備事業 10万円 

月京幼稚園施設整備事業（解体工事） 1,612万円 

（平成21年度～平成22年度継続事業） 

図書館サービス計画次期計画策定事業  

第２次子ども読書活動推進計画策定事業  

文化財資料整理事業（緊急雇用創出事業） 357万円 

個性と魅力と活力のあるまちづくり　大磯港周遊クルーズの実施 など 
旧吉田茂邸再建事業 5,075万円 

幹線22号線整備事業 2,500万円 

生活交通確保対策事業 846万円 

富士見地区コミュニティバス運行事業 676万円 

湘南ゴールド（みかん）苗木購入補助事業 8万円 

大磯港再整備事業（大磯港周遊クルーズなど） 244万円 

観光土産品創出補助事業 10万円 

大磯港指定管理事業（大磯港の活性化） 2,585万円 
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依
存
財
源（
31

.4％
）

自主財
源（

6
8
.6
％
）

歳入 

　　　会 計 名　　　　　　　予 算 額　　  前年度比 

一般会計 ８６億　２００万円 １.１％ 
国民健康保険事業特別会計 ３６億５,０００万円 ３.８％ 
老人保健特別会計 １００万円 △９２.３％ 
後期高齢者医療特別会計 ６億６,０００万円 ２.３％ 
介護保険事業特別会計 ２２億７,０００万円 ４.０％ 
下水道事業特別会計 １４億４,１００万円 ０.３％ 

　　　合　　計 １６６億２,４００万円 ２.０％ 

 

総額166億2,400万円 総額166億2,400万円 総額166億2,400万円 
～ 一般会計　86億200万円 ～ 

平成２２年度　予 算 平成２２年度　予 算 平成２２年度　予 算 

会計別予算額 

個人町民税 ２４億４,８００万円 
法人町民税 ８,９５３万円 
固定資産税 ２４億１,００２万円 
軽自動車税 ３,３３８万円 
町たばこ税 １億２,３００万円 
入湯税 ７３０万円 

（前年度比 △３.１％） 
（前年度比 △４１.８％） 
（前年度比 １.８％） 
（前年度比 ３.２％） 
（前年度比 ０.８％） 
（前年度比 １５.９％） 

自主財源（自主的に歳入することができる財源） 
町税（５１億１,１２３万円）…町に納められる税金 

繰入金（２億１,３００万円）…基金（町の貯金）から引き出すお金 

使用料及び手数料（１億６,５６６万円） 

諸収入ほか（４億１,３８７万円） 

 
依存財源（国や県などから交付される財源） 
町債（７億円）…町の借金 

国庫支出金（６億５,０７８万円）…国から交付される補助金など 

県支出金（５億５,７１５万円）…県から交付される補助金など 

地方交付税（２億８,０００万円） 
…国税の一定の割合の額で、地方自治体の財源の不均衡を調整 
　し、財源を保障するためのもので地方の固有財源 

地方消費税交付金（２億５,９００万円） 
…消費税から一定の割合で交付されるお金 

地方特例交付金（６,６００万円） 
…国の制度によって生じる町の収入減や負担増の補てんとして 
　国から交付されるお金 

地方譲与税ほか（１億８,５３１万円） 
…国税として課税した地方税を地方自治体に配分するお金 
 

繰入金 
２.５％ 

使用料 
及び 
手数料 
１.９％ 

　平成２２年度の一般会計、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護
保険事業特別会計及び下水道事業特別会計の予算が、平成２２年3月に開催された定例議会で可決されました。
  

諸収入ほか 
４.８％ 

国庫支出金 
７.６％ 

県支出金 
６.５％ 

地方消費税交付金 
３.０％ 

地方交付税 
３.３％ 

地方特例交付金  ０.８％ 

町税 
５９.４％ 

地方譲与税ほか 
２.１％ 

町税の内訳 
 

町債町債 
８.１％ 
町債 
８.１％ 



そ
の
他（
4
3
.1

％
） 義務

的
経
費（
5
1
.2％

）

歳出 
（性質別） 

歳出の目的別内訳 
　民生費（２８億８１２万円） 
　　…保育園や障害者、高齢者などの福祉の経費 

　総務費（１１億９,１３３万円） 
　　…住民登録や交通安全対策、防災対策などの経費 

　衛生費（１０億８,０１１万円） 
　　…予防接種やごみ処理などの経費 

　土木費（１０億１,５７９万円） 
　　…道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費 

　公債費（９億６,６６４万円） 
　　…町債（町の借金）の返済の経費 

　教育費（６億６,５８１万円） 
　　…小・中学校や生涯学習などの運営の経費 

　消防費（４億１,８２０万円） 
　　…火災や災害、救急活動などの経費 

　議会費ほか（４億５,６００万円） 

歳出の性質別内訳 
　義務的経費（支出が義務付けられている経費） 
　人件費（２２億６,００２万円） 
　　…職員の給与などの経費 

　扶助費（１１億８,２６６万円） 
　　…子ども手当や高齢者、障害者への助成などの経費 

　公債費（９億６,６６４万円） 
　　…町債（町の借金）の返済の経費 

　投資的経費（支出の効果が資本として残る経費） 
　普通建設事業費（４億８,９７０万円） 
　　…道路や学校などの公共施設を整備する経費 

　災害復旧費（２５０万円） 
　　…災害時に公共施設などを復旧する経費 

　その他 
　繰出金（１６億２,２２７万円） 
　　…特別会計へ支出される経費 

　物件費（１５億９,８０２万円） 
　　…消耗品などの購入や委託料などの消費的経費 

　補助費等（２億７,２５６万円） 
　　…団体等への負担金や補助金 

　貸付金ほか（２億７６３万円） 

一般会計・町民一人あたりの予算額 26万3,018円 26万3,018円 
（平成22年3月1日現在の人口32,705人で算定） 

人件費 
２６.３％ 

公債費 
１１.２％ 

扶助費 
１３.７％ 

繰出金 
１８.９％ 
繰出金 
１８.９％ 

補助費等 
３.２％ 

貸付金ほか 
２.４％ 

投資的経費  
（5.7％） 

民生費 

８５,８６２円 

総務費 

３６,４２６円 

教育費 

２０,３５８円 

衛生費 

３３,０２６円 

その他 

１,３０９円 

消防費 

１２,７８７円 

議会費 

３,９４２円 

商工費 

３,６６６円 

農林水産業費 

１,９９８円 

労働費 

３,０２９円 

土木費 

３１,０５９円 

公債費 

２９,５５６円 

歳出 
（目的別） 

民生費 
３２.６％ 

教育費 
７.７％ 

総務費 
１３.８％ 

土木費 
１１.８％ 

衛生費 
１２.６％ 

消防費 
４.９％ 

議会費ほか 
５.４％ 

公債費 
１１.２％ 
公債費 
１１.２％ 

物件費 
１８.６％ 

普通建設事業費 
５.７％ 

普通建設事業費 
５.７％ 
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4月分 
から 

　
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て 

○
子
ど
も
手
当
と
は 

　
従
来
の
「
児
童
手
当
」
に
代
わ
り

次
代
の
社
会
を
担
う
健
や
か
な
子
ど

も
の
育
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
創
設

さ
れ
ま
し
た
。 

○
支
給
内
容 

▼
支
給
対
象
と
な
る
方 

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
親
等 

　（
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

▼
支
給
金
額 

　
平
成
22
年
度
は
一
人
に
つ
き
、
月

額
１
万
３
千
円 

▼
支
払
月 

　
平
成
22
年
度
は
６
月
・
10
月
・
平

成
23
年
２
月
の
予
定
。 

○
必
要
な
手
続
き
は 

　
支
給
対
象
と
な
る
方
全
員
に
４
月

中
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。 

　
新
た
な
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は

申
請
書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
４
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
は
新
た
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出
を
さ

れ
た
後
に
子
育
て
支
援
室
ま
た
は
国

府
支
所
に
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。 

※
公
務
員
の
方
は
職
場
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

　
内
容
に
つ
い
て
は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
　 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
室 

　
☎
内
線
３
１
７ 

　
た
か
と
り
幼
稚
園
は
、
平
成
21
年

７
月
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
３
月
下

旬
に
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
新
し
い
園
舎
は
、
太
陽
光
発
電
や

雨
水
利
用
水
槽
な
ど
環
境
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
た
か
と
り
幼
稚
園
の
名
称
は
、

「
鷹
取
山
は
大
磯
町
で
一
番
高
い
山

で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
象
徴
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
鷹
取
山

の
よ
う
に
大
き
く
そ
だ
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
名
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
園
舎
の
中
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
幼
稚

園
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
１
７ 

た
か
と
り
幼
稚
園
が
開
園
し
ま
す
!!
 

〜
４
月
か
ら
月
京
幼
稚
園
が
移
転
、 

　
　
た
か
と
り
幼
稚
園
と
し
て 

　
　
　
新
た
に
開
園
し
ま
す
。
〜 

　
町
で
は
、
「
町
長
と
語
り
合
う
集
い
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◎
開
催
日
　
５
月
13
日（
木
）午
後
７
時
〜 

◎
対
象
者
　
観
光
事
業
に
興
味
の
あ
る
方 

◎
開
催
場
所
　
役
場
３
階
公
室 

◎
募
集
人
数
　
10
人 

◎
申
込
方
法
　
電
話
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
な
ど
に
よ
り
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

　（
先
着
順
） 

 ◎
申
込
先
　 

〒
255
―
８
５
５
５
大
磯
町
東
小
磯
183 

　
大
磯
町
役
場
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
６ 

　
募 

集 

の 

内 

容 

 

　
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。 

【
補
助
対
象
者
】 

　
申
請
年
度
内
に
、
町
内
の
自
ら
居

住
す
る
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
方
ま
た
は
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
の

購
入
が
完
了
で
き
る
方 

【
補
助
金
額
】
　
①
と
②
の
合
計
額 

①
町
補
助
金
　
１
　
当
た
り
２
万
円 

②
県
補
助
金
　
１
　
当
た
り
２
万
円 

（
①
、
②
と
も
上
限
７
万
円
） 

【
申
請
手
続
き
】 

　
工
事
着
工
前
ま
で
に
、
補
助
金
申

請
書
に
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
書
等
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９ 

太陽光発電設置補助  

kWkW

　４月１日から、防災対策室とみなと・
国県道推進室の名称が、それぞれ下記の
とおり変わりますのでお知らせします。 

【変更理由】 
○危機管理対策室　 
　昨年５月に策定しました「大磯町危機
管理指針」にのっとり、自然災害への対
応や、武力攻撃事態など危機事案全般に
対処するため。 
○みなと推進室 
　大磯港を地域活性化の拠点として重点
的に整備活用を図るため。 
　なお、国県道に係る事務は建設課が行
います。 
◎問い合わせ　政策課　☎内線204

新名称 旧名称 

危機管理対策室 防災対策室 

みなと推進室 
みなと・国県道 
推進室 

組織の名称が 
変わります!



高来神社駐車場 

寺坂老人憩の家 

東町二丁目公園 

大磯町役場駐車場 

八坂神社 

生沢会館 

馬場公園 

宮の上公園 
（東小磯防災館前） 

白岩神社 

国府新宿福祉館 
（北側駐車場） 

虫窪老人憩の家 

ふれあい広場 
（ふれあい会館前） 

なかまる公園 

石神台中央公園 

黒岩公民館 

9：30～10：30 

11：00～11：30 

13：30～15：00 

9：30～11：30 

13：30～14：15 

14：45～15：30 

9：30～11：30 

13：30～14：10 
　 

14：40～15：30 

9：30～10：30 
　 

11：00～11：30 

13：30～15：00 
　 

9：30～11：30 

13：30～14：30 

15：00～15：30

 
5（月） 

 

 
6（火） 

 

 

7（水） 
 

 

 

8（木） 
 

 

 
9（金） 

狂犬病予防注射日程（4月） 
日（曜日） 時　　間 場　　所 

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射 

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射 

狂
犬
病
予
防
注
射 

を
実
施
し
ま
す 

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
対
象
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。 

      

【
用
意
す
る
も
の
】 

　
愛
犬
手
帳
、
通
知
は
が
き（
登
録

さ
れ
て
い
る
犬
の
飼
い
主
の
み
） 

【
費
用
】 

▼
注
射
の
み
　
３
，５
０
０
円 

▼
注
射
と
新
規
登
録
　

６
，５
０
０
円 

【
注
意
事
項
】 

○
犬
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
ら
れ
る

方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。 

○
受
付
開
始
直
後
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

○
小
さ
い
お
子
様
の
同
伴
は
危
険
で

す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
会
場
で
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
必
ず
動
物
病
院
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。 

○
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
や
妊
娠
中

の
場
合
は
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
獣
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

登
録
内
容
の
変
更 

　
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
が
死
亡

し
た
場
合
や
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

場
合
な
ど
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課  

☎
内
線
３
５
９ 
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大
磯
港
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
町

で
管
理
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ

の
大
磯
港
を
観
光
の
拠
点
と
す
る
よ

う
、
県
と
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
整
備
内
容
等
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
大
磯
港
整
備
全
体
計
画
】 

　
大
磯
港
活
性
化
整
備
計
画
に
基
づ

き
環
境
改
善
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
整
備
エ
リ
ア
は
、
大
磯
港
を
中
心

に
、
照
ヶ
崎
海
岸
周
辺
か
ら
海
水
浴

場
ま
で
の
一
帯
を
９
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
整
備
し
ま
す
。 

【
整
備
完
了
年
度
】 

　
平
成
29
年
度
を
目
標
に
、
毎
年
整

備
を
行
い
ま
す
。 

【
主
な
整
備
内
容
】 

　
ア
オ
バ
ト
の
集
団
飛
来
地
と
し
て

知
ら
れ
る
照
ヶ
崎
海
岸
を
一
望
で
き

る
展
望
施
設
の
設
置
や
、
港
公
園
の

整
備
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
設
置
、

デ
ザ
イ
ン
灯
台
の
設
置
、
防
波
堤
で

釣
り
が
楽
し
め
る
釣
り
場
の
設
置
、

飲
食
店
・
物
販
店
・
情
報
提
供
施
設

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　 

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。 

【
平
成
21
年
度
整
備
】 

・
第
２
駐
車
場
外
周
の
遊
歩
道
が
拡

幅
整
備
と
そ
の
内
側
に
緑
地
帯
を

設
置 

・
西
防
波
堤
に
展
望
台
と
ス
ロ
ー
プ

状
の
歩
道
の
整
備 

・
港
公
園
の
緑
地
化 

【
平
成
22
年
度
整
備
予
定
】 

・
デ
ザ
イ
ン
灯
台
の
整
備 

・
第
２
駐
車
場
西
側
の
舗
装
整
備 

大
磯
港
内
に
食
堂
が
オ
ー
プ
ン 

　
４
月
下
旬
に
、
大
磯
町
漁
業
協
同

組
合
は
、
食
堂
「
め
し
や
大
磯
港
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

　
旬
な
地
魚
料
理
を
味
わ
え
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 
 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
み
な
と
推
進
室 

　
☎
（
61
）５
７
１
９ 

〜
現
在
の
整
備
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜 

2

▲大磯港活性化整備計画平面図 

ビジター 
バース 

港管理 
（町管理） 

飛砂対策の 
植樹とフェンス 

デザイン灯台 

遊歩道 

釣り場 

建物 

ハンプ 

休憩・展望施設 

休憩・ 
展望施設 

広場・休憩施設 

謝恩碑・ 
記念碑 
（町管理） 

：平成22年度整備予定 



　
平
成
22
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。 

  

　
土
地
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は

町
内
の
土
地
の
評
価
額
な
ど
を
、
ま

た
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

は
町
内
の
家
屋
の
価
格
な
ど
を
、
縦

覧
帳
簿
に
よ
り
確
認
や
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

▼
縦
覧
期
間 

　
４
月
１
日（
木
）〜
５
月
31
日（
月
） 

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
常
執
務

時
間
内 

 

 

　
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
課
税
内
容
や
税
額
等
を
い
つ
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

▼
閲
覧
で
き
る
方 

・
所
有
者
、
納
税
義
務
者
、
納
税
管

理
人
、
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人 

・
借
地
人
、
借
家
人
、
１
月
２
日
以

降
の
所
有
者
、
相
続
人
、
管
財
人

な
ど
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
資

産
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
権
利
関
係
等
を
証
明
す

る
書
面（
賃
貸
借
契
約
書
、
売
買

契
約
書
、
登
記
簿
謄
本
な
ど
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
閲
覧
期
間 

　
通
年 

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
常
執
務

時
間
内 

【
縦
覧
・
閲
覧
場
所
】 

　
税
務
課
窓
口（
役
場
本
庁
舎
１
階
） 

【
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の
】 

　
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
納

税
通
知
書
な
ど
、
ご
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
縦
覧
期
間
中
は
、
課
税
台
帳
の
写

し
を
無
料
で
交
付
い
た
し
ま
す
。 

※
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、

５
月
上
旬
に
発
送
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
第
１
期
納
期
限
は
５

月
31
日（
月
）で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課 

　
☎
内
線
２
５
５
・
２
５
６ 

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す 

　
５
人
以
上
の
仲
間
を
集
め
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
を
招
き
、
学
習
会
を
運
営
し

ま
せ
ん
か
。
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
に
、
講

師
謝
金
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。 

 

▼
対
象
　
大
磯
町
生
涯
学
習
人
材
登

録
者（
ま
た
は
、
登
録
い
た
だ
け

る
方
）を
講
師
と
し
た
小
学
生
以

上
の
グ
ル
ー
プ（
未
成
年
者
の
グ

ル
ー
プ
は
、
成
人
の
責
任
者
が
必

要
で
す
。） 

▼
受
付
　
４
月
５
日（
月
）か
ら
５
月

７
日（
金
） 

▼
募
集
　
20
グ
ル
ー
プ（
１
学
習
内

容
１
年
を
１
回
と
し
、
平
成
22
年

度
が
３
回
目
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
。

た
だ
し
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

初
回
申
込
み
グ
ル
ー
プ
を
優
先

後
、
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。） 

▼
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
へ
の

謝
礼
を
１
グ
ル
ー
プ
に
付
き
１
回

２
，０
０
０
円
支
援（
た
だ
し
、
１

万
円
を
限
度
と
す
る
。） 

▼
報
告
　
サ
ロ
ン
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
の

状
況
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報

告
し
ま
す
。 

▼
資
料
　
案
内
書
、
申
込
書
は
、
町

教
育
委
員
会
、
生
涯
学
習
館
、
国

府
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課 

　
☎
内
線
３
２
３ 

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

広報おおいそ　平成22年（2010年）4月 8

〜
サ
ロ
ン･

ド･

カ
ル
チ
ャ
ー
受
付
〜 

　
本
装
置
に
は
警
察
へ
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

備
え
て
い
ま
す
。
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
警
察
の
110
番
通
信
司
令
室
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
サ
イ
レ
ン
が
な
り

ま
す
。 

　
設
置
に
よ
り
、
事
件
が
発
生
し
た

場
合
、
警
察
へ
の
迅
速
な
通
報
が
可

能
と
な
り
、
犯
罪
の
抑
止
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

〜
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
大
磯
駅
前
に 

　
緊
急
１１０
番
通
報
装
置（
ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
）を
設
置
し
ま
し
た
。〜 

 

緊
急
緊
急
１１０
番 

通
報
装
置

通
報
装
置
を 

設
置
設
置
し
ま
し
た

し
ま
し
た
!!
 

緊
急
１１０
番 

通
報
装
置
を 

設
置
し
ま
し
た
!!
 

▲駅前に設置した緊急 
　110番通報装置 

　平成22年３月17日付けで、新たに曽根田眞二さん
（高麗）と竹内清さん（生沢）のお２人が教育委員に就
任しました。 
　今後の活躍に期待します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎問い合わせ　子ども育成課　☎内線328

教育委員の就任 

竹内　清 さん 曽根田　眞二 さん 



　
国
民
年
金
保
険
料
が
４
月
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
早
割
り
の
口
座
振
替
の

方
は
４
月
末
、
通
常
の
口
座
振
替
の

方
は
５
月
末
か
ら
、
引
落
し
金
額
が

変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

学
生
の
納
付
猶
予
申
請 

　
　
　
〜
４
月
か
ら
受
付
開
始
〜 

　
前
年
所
得
が
118
万
円
以
下
の
学
生

は
、
学
生
納
付
特
例
に
よ
り
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

　
必
要
な
書
類
等
を
揃
え
、
本
庁
舎

又
は
国
府
支
所
で
お
手
続
き
く
だ
さ

い
。 

▼
必
要
な
書
類
　
①
申
請
書
、
②
年

金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
、
③
学
生
証
又
は
、
在

学
証
明
書
の
写
し（
平
成
22
年
度

有
効
の
も
の
）、
④
印
鑑（
本
人
が

署
名
す
る
場
合
に
は
不
要
） 

◎
問
い
合
わ
せ
　
保
険
福
祉
課 

　
☎
内
線
２
７
４
・
２
７
５ 

　
４
月
申
請
分
か
ら
、
申
請
時
の
診

断
書（
意
見
書
）の
添
付
が
２
年
に
１

度
に
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
22
年
３
月
31
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院

医
療
）
を
利
用
す
る
場
合
は
、
今
年

度
の
申
請
に
は
診
断
書（
意
見
書
）は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
新
規
申
請
や
有
効
期
限

終
了
後
１
ヶ
月
を
越
え
た
申
請
の
場

合
は
、
診
断
書（
意
見
書
）の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。 

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の 

　
①
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）②
保
険
証（
本
人
と
同
一

保
険
に
加
入
し
て
い
る
者
全
員
）

③
認
印
④
年
金
受
給
者
は
年
間
受

給
額
が
わ
か
る
も
の
。 

 

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
へ 

　
前
住
所
地
の
課
税
証
明
が
必
要
で

す
。社
会
保
険
の
場
合
は
被
保
険
者
、

国
民
健
康
保
険
の
方
は
申
請
者
と
同

じ
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
全
員
の
分
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
73
）４
５
３
０ 
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
、
転
入
や
就
職
な
ど
健
康
保
険

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
郵
送

で
も
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
国
民
健
康
保
険
】 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
や
脱
退
し

た
場
合
、
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
、
別
表
に
あ
る
必
要
な
も
の

を
用
意
し
て
、
本
人
又
は
家
族
が
14

日
以
内
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

  

◎
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・ 

　
転
入
日
や
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
日
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
の
資

格
が
生
じ
た
日
が
加
入
日
と
な
り
、

保
険
税
に
つ
い
て
も
そ
の
日
が
基
準

と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま

す
。 

◎
喪
失
の
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・ 

　
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

　
ま
た
、
資
格
喪
失
日
以
降
に
国
保

の
保
険
証
で
医
療
機
関
に
か
か
る

と
、
国
保
が
医
療
機
関
に
支
払
っ
た

医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

【
退
職
者
医
療
制
度
】 

　
会
社
を
退
職
し
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
年
金
受
給
者
の
う

ち
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
退

職
者
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
今
後
、
該
当
す
る
方
に
は
更
新
後

の
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。 

　
既
に
対
象
と

な
っ
て
い
る
方

の
保
険
証
に
は

右
上
に
「
本
人

ま
た
は
被
扶
養

者
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
継
続
に
関
し
て
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
要
件
　
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の

受
給
者
で
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
あ
る
い
は
40
歳
以
降
の
加
入

期
間
が
10
年
以
上
の
方 

 

　
保
険
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
町
へ
の
届
出
の
ほ
か

に
、
医
療
機
関
の
窓
口
へ
保
険
証

を
提
示
し
、
変
更
の
あ
っ
た
こ
と

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
保
険
福
祉
課 

　
☎
内
線
２
４
７
・
２
７
４
・
２
７
５ 

こ
ん
な
場
合
は
ご
注
意
を
!!
 

月額：14,660円 

月額：15,100円 

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）の 

　
　
　
　
　
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す 

注意）　窓口で、保険証を交付するときは運転免許証等で本人確認をして 
　　　います。提示がない場合は、簡易書留で郵送します。 
※１　60歳未満の方 
※２　厚生年金・共済年金の年金受給者で加入期間が20年以上、あるいは 
　　　40歳以降の加入期間が10年以上の方 
 

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！ 

こんなとき 
必要なもの 

その他 
－ 

年金手帳※１・健康保 
険の喪失証明書等・ 
年金証書※２ 

母子手帳 

印鑑 
○ 

保険証 
○ 

○ － 

○ ○ 

国民健康 
保険に入 
るとき 

大磯町に転入した 

職場の健康保険をや 
めた 

学生証又は身分を証 
明するもの 

○ ○ 
就学のため子どもが 
他市町村に転出した 

子どもが生まれた 

年金証書 

－ 

身分を証明するもの 

○ ○ 

○ ○ 

○ － 
その他 

退職医療制度に該当 
した 

住所・世帯主・氏名 
が変わった 

保険証をなくした 

－ 

職場の健康保険証 

－ 

○ ○ 

○ － 

○ ○ 

国民健康 
保険をや 
めるとき 

大磯町から転出した 

職場の健康保険に入 
った 

死亡した 

被保険者証 見本見本 見本 

日 

「本人」「本人」 
またはまたは 

「被扶養者」「被扶養者」 

「本人」 
または 

「被扶養者」 



新成人記念のつどい 
実行委員会 

竹宇治　淳浩 
遠藤　恒夫 
大和講中丸支部有志一同 
匿名 
匿名 
仲手川　勲 
有限会社鴫立亭 
匿名 
大磯警察署 
匿名 
有限会社岩田土木管工 
飯高　茂 
渡辺　隆 
長尾　亜夫 
福岡日米協会 
磯中バレー部ＯＢ有志 
大磯町食生活改善推進団体 
大磯地区更生保護女性会 

大磯町 
 
大磯町 
二宮町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
※※※※※※ 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
東京都府中市 
東京都杉並区 
福岡県福岡市 
福岡県福岡市 
大磯町 
大磯町 
大磯町 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 

¥28,380 
 

¥10,000 
¥20,000 

※※※※※ 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥100,000 
¥20,000 
¥10,000 

※※※※※ 
¥5,000 

※※※※※ 
※※※※※ 
※※※※※ 
¥10,000 
¥10,000 
¥20,000

有限会社田中電設工業 

株式会社プリンスホテル 
役員有志一同 

匿名 
小諸市議会 
小諸市体育協会 
匿名 
大磯神輿連合会 
文化堂印刷株式会社 
匿名 
寒川町商工会 
間宮　恒行 
匿名 
森田　邦夫 
大磯まちづくり会議 

社会福祉法人おおいそ福祉会 
利用者家族会 

社会福祉法人おおいそ福祉会 
職員、ヘルパー有志20名 

社会福祉法人おおいそ福祉会 
匿名 

大磯町 

東京都豊島区 
 
大磯町 
長野県小諸市 
長野県小諸市 
大磯町 
大磯町 
小田原市 
大磯町 
寒川町 
大井町 
平塚市 
大磯町 
大磯町 

大磯町 
 

大磯町 
 
大磯町 
※※※※※※ 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 
¥10,000 

¥90,000 
 

¥10,000 
¥100,000 
¥50,000 
¥5,000 
¥10,000 

※※※※※ 
¥50,000 

※※※※※ 
¥100,000 
¥10,000 
¥50,000 
¥50,000 

¥20,000 
 

¥30,000 
 

¥50,000 
¥10,000

  （寄附受付順、敬称略） ２月16日現在、総額34,920,472円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。 

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243※上記のほか、８名の方から計72,994円のご寄附をいただいております。 
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大
磯
の
賢
人 

吉
田 

茂 

対
中
国
政
策 

連
載
シ
リ
ー
ズ 

７ 

▲大正１１年頃。 
　天津総領事時代 
（写真／吉岡氏所蔵） 

　
吉
田
は
大
正
11
年
か
ら
３

年
余
り
総
領
事
と
し
て
天
津

に
勤
務
し
た
後
、
大
正
14
年
に
奉
天（
現
・
遼
寧
省
瀋

陽
市
）総
領
事
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
奉
天
は

軍
閥
の
首
領
・
張
作
霖
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
初
、
吉
田
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
か
ノ
ル
ウ
ェ

ー
公
使
に
任
命
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
奉
天
総
領

事
の
適
任
者
が
他
に
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
実
現

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
気
の
毒
に
思
っ
た
外

相
・
幣
原
喜
重
郎
は
、
吉
田
を
高
等
官
一
等
に
昇
格

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
優
遇
に
期
待
し
た
吉
田

で
す
が
、
吉
田
と
共
に
同
期
の
広
田
弘
毅
の
昇
進
も

申
請
さ
れ
た
結
果
、
昇
格
し
た
の
は
広
田
だ
け
で
し

た
。
そ
の
代
わ
り
に
貰
っ
た
首
相
・
加
藤
高
明
直
筆

に
よ
る
紹
介
状
を
持
参
し
て
、
吉
田
は
張
作
霖
の
お

膝
元
・
奉
天
に
乗
り
込
み
ま
す
。
外
務
省
入
省
以
来
、

直
接
親
し
く
接
し
、
感
化
を
受
け
た
歴
代
大
臣
中
、

最
も
古
い
と
い
う
加
藤
も
、
明
治
35
年
に
大
磯
に
別

荘
を
購
入
し
て
い
ま
す
。 

　
加
藤
内
閣
に
続
き
、
若
槻
禮
次
郎
内
閣
の
も
と
で

外
相
を
務
め
た
幣
原
に
よ
っ
て
、
中
国
に
対
し
て
内

政
不
干
渉
主
義
を
採
る
「
幣
原
外
交
」
が
展
開
さ
れ

る
一
方
、
陸
軍
は
張
の
傀
儡
化
を
画
策
し
て
お
り
、

張
は
陸
軍
の
支
援
を
背
景
に
権
力
を
増
大
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
吉
田
は
外
務
省
、
陸
軍
、
関
東
庁
、
南
満

州
鉄
道
株
式
会
社
と
い
っ
た
諸
機
関
等
に
よ
る
多
頭

政
治
こ
そ
、
対
中
国
政
策
遂
行
の
弊
害
に
な
っ
て
い

る
と
主
張
し
、
外
交
の
一
元
化
を
切
望
し
ま
す
。 

　
昭
和
２
年
若
槻
内
閣
に
代
わ
り
、
田
中
義
一
内
閣

が
発
足
す
る
と
、
田
中
が
外
相
も
兼
務
し
ま
す
。
幣

原
外
交
と
し
ば
し
ば
対
比
さ
れ
る
「
田
中
外
交
」
は
、

対
中
国
積
極
外
交
を
標
榜
と
し
ま
し
た
。
同
年
、
田

中
外
相
の
も
と
で
開
か
れ
た
「
東
方
会
議
」（
対
中
国

政
策
に
関
す
る
会
議
）の
後
、
奉
天
省
長
・
莫
徳
恵

と
の
交
渉
に
お
い
て
、
中
国
側
の
態
度
に
業
を
煮
や

し
た
吉
田
は
、
北
京
と
奉
天
を
繋
ぐ
京
奉
線
軍
用
列

車
の
満
鉄
線
付
属
地
通
過
を
停
止
さ
せ
る
と
い
う
強

硬
策
を
断
行
し
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
強
硬

策
に
対
し
、
田
中
外
相
は
、
北
京
の
芳
沢
謙
吉
公
使

に
よ
る
交
渉
を
待
つ
よ
う
、
強
硬
策
の
実
行
を
差
し

止
め
る
旨
の
訓
令
を
出
し
、
交
渉
の
場
が
北
京
へ
と

移
さ
れ
ま
し
た
。
対
中
外
交
に
お
け
る
交
渉
の
場
を

失
っ
た
吉
田
は
、
同
年
12
月
奉
天
総
領
事
を
退
任

し
、
奉
天
を
去
り
ま
す
。 

　
か
つ
て
は
権
勢
を
誇
っ
た
張
で
す
が
、昭
和
３
年
、

蒋
介
石
率
い
る
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
に
敗
れ
、

列
車
で
北
京
か
ら
脱
出
す
る
途
中
、
関
東
軍
高
級
参

謀
・
河
本
大
作
ら
に
よ
っ
て
爆
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

　
終
始
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
吉
田
と
張
。
張
は
あ
る

時
、
有
力
方
面
に
お
礼
の
挨
拶
と
し
て
虎
の
皮
を
贈

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
後
に
分
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
張
が
吉
田
に
送
っ
た
の
は
、
最
も
小
さ
い
虎

の
皮
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
） 

◎
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員 

　
曽
根
田
　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

か
い
ら
い 

ば
く
と
く
け
い 



～ 計画に対する意見・提案を募集します ～ 

 

基本構想 
中期基本計画 

実施計画 

（平成18年度～平成32年度） （平成23年度～平成27年度） 

（翌年度から３年間） 

● 総合計画とは…？ 

問 い 合 わ せ  
意見・提案提出先 

〒255-8555　大磯町東小磯183番地　政策課　☎内線204  
FAX:（61)1991　Eメール：sougoukeikaku@town.oiso.kanagawa.jp

中期基本計画素案がまとまりました。 
　町では、『紺碧の海に緑の映える住みよい大磯』をまちの将来像とし、目標年度を2020年度（平成32年度）と

する、総合的・計画的なまちづくりの指針である第四次総合計画を2006年（平成18年）に策定しました。 

　この総合計画に掲げる基本構想を受けて、町の現況と課題や今後取り組んでいく施策の概要などを明らかに

した基本計画を5年ごとに策定していますが、前期基本計画の計画期間が2010年度（平成22年度）で最終年度

を迎えることから、現在、その後に続く2011年度（平成23年度）から2015年度（平成27年度）までの5年間を

計画期間とする中期基本計画の策定に取り組んでいます。  

　策定にあたっては、町民アンケートの結果や町長と語り合う集い、町民意見交換会などを通じ、多くの町民

からいただいた意見を踏まえ検討を重ねることにより、中期基本計画の素案を作成してまいりました。 

　皆さんからの意見をもとに、素案の見直しや検討を行います。中期基本計画素案に対する意見や提案を募集

します。 

 

１．提出期限　5月14日（金）まで 
２．提出方法 
　「総合計画中期基本計画素案について」と記載のうえ、住所、氏名等を記入し、役場3階政策課または国

府支所へお持ちいただくか、郵送・ＦＡＸ・電子メールで政策課へ。 

３．中期基本計画の閲覧場所 
　中期基本計画素案は、次のところで閲覧できます。 

・役場１階または国府支所の「情報コーナー」　 
・図書館 
・町ホームページに掲載 
４．意見等の公表 
　提出のあった意見・提案については、個別に回答しませんが、意見・提案を類型化し、町の考え方を付して

公表します。 

　総合計画は、まちづくりの目標であるまちの将来像を掲げ、それを実現するための施策を明らかにする

ための計画で、総合的・計画的に事業を進めていくための指針となり、基本構想、基本計画、実施計画に

より構成されています。 

まちづくりの目標である
将来都市像を示し、それ
を実現するための基本的
な方向性（施策の大綱）な
どを示したものです。 

基本計画で示した施策や
事業を実際に行うための
具体的な計画です。 

基本構想を実現するため、町の
現況と課題や今後取り組んでい
く施策の概要等を体系的に示す
とともに、町として重点的に取
り組む施策を示したものです。 
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広報おおいそ　平成22年（2010年）4月 12

生涯学習 

文化・文化財 

大磯町第四次総合計画　中期基本計画（素案）計画体系 

危機管理 
消防救助・救急 
防犯・交通安全 
消費生活 

生きがいづくりと 
社会参加 

地域福祉 
障害者福祉 
高齢者福祉 
保険・年金 

町民参加 
交　　流 

広報・広聴 
情報化 

行財政運営 

自然環境 
公園・緑地 
海　　岸 

環境保全 
生活排水 

廃棄物処理 

幼児教育 
義務教育 
青 少 年 

人　　権 
男女共同参画 

土地利用 
住宅・住環境 
景観形成 

道　　路 
生活交通 

農　　業 
漁　　業 
商 工 業 
労　　働 

観　　光 

（１ ） 安全なまちづくりの推進 

（３ ） 高齢者の生きがいづくりの推進 

（５ ） こころとふれあう福祉社会の充実 

（１ ） 交流とひろばづくりの推進 

（２ ） 開かれた町政と情報化の推進 

（３ ） 効率的な行財政の運営 

（１ ） 身近な自然環境空間の形成 

（２ ） 良好 な 地域環境 の 形成 

（３ ） 循環型地域社会の形成 

（１ ） 次代を担う人づくりの形成 

（２ ） ゆとりを育む生涯学習の推進 

（３ ） 誰もが尊重される社会づくりの形成 

（４ ） 地域に根ざした文化の継承と創造 

（１ ） 魅力ある空間の形成 

（２ ） 快適に移動できる交通基盤の推進 

（３ ） 活力と個性あふれる産業の振興 

（４ ） 資源を活かした特色ある観光の推進 

安全で安心な 

あたたかみの 

あるまちづくり 

① 
② 
③ 
④ 

⑥ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

⑬ 
⑭ 

健康スポーツ ⑧ 

⑮ 
⑯ 

⑰ 

子育て支援 （２ ） 子どもを育てやすい環境づくりの推進 ⑤ 

⑱ 
⑲ 
⑳ 

子育て支援〈再掲〉 

紺 
碧 
の 
海 
に 
緑 
の 
映 
え 
る 
住 
み 
よ 
い 
大 
磯 

ま 

ち 

の 

将 

来 

像 

ま 
ち 
づ 
く 
り 
の 
基 
本 
理 
念 

自 
然 
と 
く 
ら 
し 
と 
の 
共 
生 

手 

づ 

く 

り 

と 

創 

造 

こ 

ん 

ぺ 

き 
（４ ） 健康づくりの推進 

保健・医療 ⑦ 1.

町民の力や 

知恵が集まる 

まちづくり 

2.

（1） 地域資源を活かした観光推進プロジェクト 

（2） 豊かな自然に囲まれた快適な暮らしを守る環境保全プロジェクト 

（3） 元気な地域を支える人づくりプロジェクト 

重点プロジェクト 

や 知 人と自然が 

共生する循環の 

まちづくり 

3.

心豊かな人を 

育てる 

まちづくり 

4.

個性と魅力と 

活力のある 

まちづくり 

5.

５つの 
まちづくりの 

目標 

施策の大綱 



① 危機管理（危機管理体制の確立などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民の生命・財産を守るため、危機対応のためのマニュアルづくりなどが進み、関係機関や町民との連携による危機
管理体制が整備されている町 

・『大磯地域防災計画』に基づく災害情報システムが強化され、総合防災体制が確立されている町 
・防災意識が町民の間で高まることで、自主防災組織の設立も進み、まちぐるみの防災体制が確立されている町 
・公共施設や住宅などの耐震化が進む一方、避難場所が地域にバランスよく配置されている町 

② 消防救助・救急（消防・救助体制の強化などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民の生命・財産を守るため、常備消防及び非常備消防体制の充実ならび
に消防資機材の整備など町全体としての消防力の強化が図られている町 

・町民や事業所などの参加によるまちぐるみで「火災を出さない」、「火災に
強い」まちづくりが進められ、火災が減少している町 

・救急のための資機材の充実が図られる一方、救急に携わる人材の資質が向
上し、かけがえのない命がより多く助かるようになっている町 

・休日当番医や夜間診療機関についての情報提供や、救急車利用に対する意
識啓発が進み、不適切な利用がなくなっている町 

・関係機関等との連携により、初期救急医療体制が充実し、救急患者の受け入れ先が拡大している町 

　地域の活力の源は「人」にあります。地域に暮らす人が活力を持ち、豊かに暮らしていることが、他の

地域からも人を引きつけ、来訪者や定住者を増やしていくことにつながります。 

　そのため、今後５年間の中期基本計画では、「交流人口の増加と定住人口の安定化」を目標に、地域の 

様々な資源を活用しつつ、地域経営の視点から効果的・効率的な地域

の振興を図ります。 

　中期基本計画においては、以下の３つを重点プロジェクトと位置づ

け、町の発展のため、優先的に取り組んでいくものとします。 

(1) 地域資源を活かした観光推進プロジェクト 
　大磯の地域資源である、明治期以降の邸宅などの歴史的・文化的資源、豊かな

農産物や漁業資源、大型宿泊施設を中心とする観光産業との連携の強化、魅力あ

る周遊ルートの開発、名物や特産品の開発などにより、町外から、観光目的で本

町を訪れる人口（交流人口）の増加を目指します。 

(2) 豊かな自然に囲まれた快適な暮らしを守る環境保全プロジェクト 
　大磯の財産である豊かな緑と水の環境を守り活かすことで、大磯らしい、落ち着き

のある都市空間の保全を図ります。また、自然環境への負荷を極力減らし、再生可能

な資源の利用を促進するなど、環境に配慮したエコなまちづくりを進めます。また、

低エネルギー消費型のまちづくりを町民との協働で推進することで、町への愛着を高

める一方、魅力ある都市空間とあわせて、環境への取組を対外的にＰＲすることで、

大磯ファンとなる町外の人々の拡大を目指します。 

(3) 元気な地域を支える人づくりプロジェクト 
　多様な知識や経験を有する人材をまちづくりに積極的に活用し、町の活性化を図っていくことが必要です。そのため、

様々なまちづくりの活動や計画づくりに町民が参画できるしくみの構築を図ります。また、多才な人材を、次世代を担う人

材育成にも積極的に活用していくほか、地元産品の活用による食育や健康づくり活動の推進など、元気な町民がいきいきと

活動する地域ぐるみのまちづくりを目指します。 

中　期　基　本　計　画　素　案 

第１章　安全で安心なあたたかみのあるまちづくり 

重点プロジェクト 

（1）安全なまちづくりの推進 

広報おおいそ　平成22年（2010年）4月 13



⑨ 地域福祉（地域福祉活動の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・ノーマライゼーションの考え方が定着し、誰もが社会に参加し、自立した
生活が送れるようになっている町 

・社会福祉協議会、民生委員、児童委員、地域のボランティア等が連携し、
ともに支えあう福祉のまちが構築されている町 

⑩ 障害者福祉（障害者の自立支援に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・保健・福祉・医療・就労等の専門機関間の連携や地域における支えあいのしくみの中で、障害者が住み慣れた地域で社
会に参加し、自立した生活が送れるようになっている町 

⑪ 高齢者福祉（高齢者福祉の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・高齢者が健康で安心し、生きがいを持って、住み慣れた地域において自立した日常生活を営むことができている町 

⑫ 保険・年金（社会保険制度の適正な運営に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・公的医療保険や介護保険、年金が適正かつ健全に運営され、町民が安心した生活を営めるようになっている町 

（5）こころとふれあう福祉社会の充実 

⑦ 保健・医療（健康づくりの充実などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民一人ひとりが自分の健康に関心を持ち、自己管理を基本とした健康づくりを日常生活の中で実践している町 
・近隣市町も含めて、多様な診療科目が揃っているほか、救急医療体制なども整っており、急病の際にも安心して医療
サービスが受けられる町 

⑧ 健康スポーツ（スポーツ・レクリエーション活動の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町内にスポーツのできる場所が整備されており、町民がいつでも、どこでも、気軽にスポーツ・レクリエーションや
健康づくりに取り組むことができるようになっている町 

（4）健康づくりの推進 

⑥ 生きがいづくりと社会参加（生きがいづくりの推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・高齢者自身が今まで培ってきた豊かな知識と経験を活かして働き続けたり、自らの興味に基づいて学習活動やボラン
ティア活動を行うなど、地域の中でいきいきと暮らしている町 

（3）高齢者の生きがいづくりの推進 

⑤ 子育て支援（子育て環境の充実に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・家庭、地域、行政との連携による子育て支援のためのしくみができあがっており、子育て中の親に対するサポートや
必要な保育サービスが十分に提供されている町 

・家庭、地域、行政との連携のもと、子どもたちが地域でのびのびと育つことができる環境が整っている町 

（2）子どもを育てやすい環境づくりの推進 

③ 防犯・交通安全（防犯対策の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・防犯意識が定着し、各地域で組織されている自主的な防犯組織と関係機関等との連携のもと、地域の安全性が保たれ
ている町 

・歩道の整備やガードレールの設置などにより、物理的に歩行者の安全性が確保されているほか、通行マナーが向上
し、交通事故が減少している町 

④ 消費生活（消費生活活動の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民一人ひとりが消費に対する正しい知識を身につけ、安全な消費生活を送っている町 
・町民や事業者が環境問題に対する認識を深め、資源再利用や省エネルギーの意識をもちながら消費生活を送っている町 
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第３章　人と自然が共生する循環のまちづくり 

⑱ 自然環境（自然環境の保全などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民・事業者・行政の連携のもと、豊かな自然環境の保全及び 
　管理が行われている町 

 

（1）身近な自然環境空間の形成 

⑰ 行財政運営（行財政改革の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町の将来像実現に向けて効率的・効果的な行政運営ができるしくみが構築されるとともに、職員一人ひとりの能力が
開発され、十分に発揮されている町 

・近隣市町と広域的な連携がなされ、多様な行政サービスを受けることができるようになっている町 

（3）効率的な行財政の運営 

⑮ 広報・広聴（広報・広聴活動の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・迅速に多様な行政情報が、様々なメディアを通じて提供され、町民が自分
の望む方法で情報を入手できるようになっている町 

・行政全般について、町民による様々な意見表明の機会が設けられ、町民の
意向が行政施策の中に反映されるしくみが整っている町 

⑯ 情報化（情報化の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・行政情報や行政手続などが電子化され、町民が窓口まで足を運ばなくても
様々な情報を入手したり、手続きをすることができるようになっている町 

・町民や行政職員が様々な機会を通じて情報化教育を受けられ、知識や技術を身につけられるようになっている町 
・情報の管理が徹底され、個人情報の保護や外部からの不正アクセス等に対応できる体制が整っている町 

（2）開かれた町政と情報化の推進 

⑬ 町民参加（協働によるまちづくりの推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民が自分たちの暮らす地域に関心を持ち、個人、団体を問わず、行政と連携しながら積極的にまちづくりに参加し
ている町 

⑭ 交　流（交流活動の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町内の地域ごとにコミュニティ活動が活発に行われ、それぞれの地域で主体的な
まちづくりが行われている町 

・コミュニティ活動の拠点となる施設が整備されるとともに、地域会館の耐震補強
などが行われ、町民が安心して利用できる施設が整備されている町 

・町民相互や世代間、姉妹都市など様々なレベルでの交流が活発に行われている町 

第２章　町民の力や知恵が集まるまちづくり 

（1）交流とひろばづくりの推進 
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　 子育て支援（子育て環境の充実に取り組みます）〈再掲〉 
【目指すべき姿】 
・家庭、地域、行政との連携による子育て支援のためのしくみができあがっ
ており、子育て中の親に対するサポートや必要な保育サービスが十分に提

供されている町 

・家庭、地域、行政との連携のもと、子どもたちが地域でのびのびと育つこ
とができる環境が整っている町 

　 幼児教育（幼児教育環境の充実に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・幼稚園、家庭、地域の連携のもと、幼児がのびのびと育つ幼児教育環境が形成されているほか、幼稚園と保育園の連
携等により、多様な幼児教育や保育ニーズに対応できるようになっている町 

第４章　心豊かな人を育てるまちづくり 

（1）次代を担う人づくりの形成 

⑲ 公園・緑地（緑化の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・水や緑、それらと一体となった地域の歴史・文化などについて、町民一人ひとりの理解が深まり、地域の緑を守り育
てる活動が根付いている町 

・民有地の緑化、道路や公共施設の緑化が進められる一方、河川の多自然化が進められ、森林、公園などを結ぶ水と緑
のネットワークが形成されている町 

・町民参加のもと、地形条件や自然環境を活かした公園整備が進められている町 

⑳ 海　岸（海岸の保全などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・住民と行政の連携のもと、海岸の自然環境の保全や美化が行われ、美しい海岸が維持されている町  
・海岸の優れた自然環境や、海岸の有する多様な機能を活かした町民余暇の向上や観光振興が図られている町 
・高潮や津波による被害を最小限にくい止めるため、堤防や防潮堤門扉等の整備がなされているほか、緊急時の住民へ
の連絡体制が構築されている町 

　 環境保全（環境保全対策の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町、町民、事業者が環境保全に対する高い意識を持ち、環境への負荷を極力軽減するための取組みを推進している町 
・地域の生活環境についても町民が高い意識とモラルを持ち、環境美化やペットの責任ある飼育を行っている町 
・総合的な視点からの河川整備が行われ、水域の緑化や親水性のある河川づくりが進められる一方、町民の高い環境意
識に支えられ、河川にはきれいな水が流れている町 

　 生活排水（生活排水処理の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・公共下水道の整備と合併処理浄化槽による生活排水対策が進み、河川や海の水質が改善されている町 

（2）良好な地域環境の形成 

　 廃棄物処理（ごみ処理の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民・事業者・行政が連携し、ごみの排出抑制や資源化が進んでいる町 
・近隣市町との連携により、広域的なし尿処理体制が構築されるとともに、施設の
適正な維持・管理が行われている町 

（3）循環型地域社会の形成 
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　 土地利用（土地利用計画の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・地域の特性や土地の特性に応じて、コンパクトな市街地が形成され、それを取り囲むように緑豊かな環境が守られて
いる町 

　 住宅・住環境（住宅・住環境の整備に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・『大磯町まちづくり基本計画』に基づいて、低層住宅地を中心とした自然環境に恵まれた居住環境が維持されている町 
・町民が地域のまちづくりに積極的に関わり、住民が主体となって身近な地域におけるきめ細かい土地利用のルールが
作られている町 

第５章　個性と魅力と活力のあるまちづくり 

（1）魅力ある空間の形成 

　 人　権（人権の尊重に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・あらゆる人が個人として尊重され、自分らしく暮らすことができる社会が構築されている町 

　 男女共同参画（男女共同参画の推進に取り組みます）  
【目指すべき姿】 
・家庭や職場、地域など、あらゆる場所において、性別に関わりなく男女がその持てる能力を発揮し、共に活躍できる
社会が構築されている町 

（3）誰もが尊重される社会づくりの形成 

　 義務教育（教育内容の充実などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・確かな学力を身につけ、心豊かな人間性を育む教育が施されている町         
・学校、家庭、地域との連携のもと、地域の様々な知識・技能を持った町民と児童生徒の交流が活発に行われるなど、
各学校で児童生徒の生きる力を伸ばす特色ある教育が展開されている町 

　 青少年（青少年健全育成の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・ 家庭、学校、地域とが連携して、青少年の居場所が地域に設けられ、青少年がのびのびと育つ環境が整っている町 

　 文化・文化財（文化活動の推進などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・伝統ある貴重な文化財が適切に保護され、後世へ引き継がれるような環境
が整っていて、町民が主体となった地域に根ざした文化・芸術活動が行わ

れている町 

（4）地域に根ざした文化の継承と創造 

　 生涯学習（生涯学習の環境づくりなどの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町民一人ひとりが生涯にわたって、いつでも、どこでも、自由に学習機会
を選択して、学ぶことができる環境が整っている町 

（2）ゆとりを育む生涯学習の推進 
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� 農　業（経営基盤の強化などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・農産物直売所等を通じた地産地消や、農産物のブランド化、特産品づくり
などによる観光との連携など、都市近郊の立地特性を生かした都市型農業

が展開されている町 

・遊休農地や荒廃農地を活用して、町民が農業とふれあう機会や、農業を通
じた多様な交流が生まれている町 

� 漁　業（経営基盤の強化に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・「つくり育てる漁業」の振興や漁場環境の向上等により、安定した漁獲高
が確保されているほか、地元で獲れた海産物を食べられる食堂等が大磯港

に整備されるなど、他産業との連携による元気な漁業が展開されている町 

� 商工業（商工業の活性化などの施策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・小規模ながらも魅力と元気のある店舗が町内に点在し、町民の身近なニー
ズに対応できる環境が整っている町 

・地域のニーズや町民のアイデアから生まれたコミュニティビジネスが地域
に根付き、活発に活動している町 

� 労　働（勤労者福祉の充実に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・働く意欲のある人が、それぞれの能力を生かす場所が確保されていて、安定した収入を得ることができている町 

（3）活力と個性あふれる産業の振興 

　 道　路（道路整備の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・円滑な自動車交通ネットワークが形成されているとともに、歩行者や自転車が安心して通行できる道路空間が形成さ
れている町 

　 生活交通（生活交通への対策に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・バスの運行や大磯駅周辺の交通施設が改善されていて、誰もが快適に公共交通を利用できるようになっている町 
・大磯駅を中心にバリアフリー化が進み、バス等も低床化されるなど、高齢者や体の不自由な方でも公共交通を利用し
やすい環境が整備されている町 

　 景観形成（景観計画の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・自然的、歴史的、文化的に受け継がれてきた象徴的な風景や地域の風景を特徴づける優れた建築物などが保存され、
町並みを生かした魅力ある快適な都市空間が形成されている町 

・「景観法」や『大磯町景観計画』に基づく、景観重要建造物、景観重要樹木、景観地区、景観協定などを活用した美
しい景観が形成されている町 

（2）快適に移動できる交通基盤の推進 

� 観　光（観光振興の推進に取り組みます） 
【目指すべき姿】 
・町の歴史・文化や自然などの地域資源が活用され、特産品を活かしたブランド化等が進み、着地型の観光地として年
間を通じて多くの観光客が訪れている町 

（4）資源を活かした特色ある観光の推進 
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明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り

廃
寺
と
な
っ
た
高
麗
寺
の
本
尊
で
あ

る
千
手
観
音
の
祭
り
で
す
が
、
現
在

で
は
高
来
神
社
の
春
祭
り
と
し
て
の

印
象
が
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
の
祭
り
の
な
か
の
山
神
輿
行

事
は
、
寛
永
21
年（
１
６
４
４
年
）に

始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
高
来
神
社

下
宮
の
神
霊
を
神
輿
に
移
し
、
麓
か

ら
山
頂
の
大
堂
上
宮
に
担
ぎ
上
げ
る

と
い
う
も
の
で
す
。 

　
千
手
観
音
の
祭
り（
４
月
17
・
18

日
）に
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
る
た

め
に
、
地
上
の
穢
れ
を
避
け
て
前
日

（
４
月
16
日
）に
山
頂
の
上
宮
に
仮
宿

す
る
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
高
麗
山
で
一
番
急
な
男
坂
を
登
る

た
め
、
鳳
凰
等
を
は
ず
し
た
山
神
輿

の
前
棒
に
は
150
ｍ
の
大
綱
（
親
綱
）

と
、
後
棒
に
30
ｍ
の
横
綱
２
本
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
辺
り
が
薄
暗
く
な
る
午
後
６
時
こ

ろ
、
人
々
が
大
綱
に
付
き
、
掛
け
声

も
勇
ま
し
く
「
上
宮
渡
御
」
を
開
始

し
ま
す
。
途
中
で
何
回
も
転
倒
や
小

休
止
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
午
後
８

時
こ
ろ
女
坂
と
の
合
流
点（
八
景
、

中
の
坊
跡
）に
到
着
し
、
大
休
止
を

と
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
お
神
酒
や

水
、
お
に
ぎ
り
、
香
の
物
が
担
ぎ
手

ら
に
振
舞
わ
れ
ま
す
。
最
後
の
100
段

の
石
段
を
登
り
詰
め
る
と
上
宮
に
到

着
し
、
担
ぎ
手
は
境
内
を
所
狭
し
と

練
り
歩
き
ま
す
。
午
後
９
時
こ
ろ
、

神
事
を
行
っ
て
登
御
が
完
了
し
ま
す
。 

　
祭
り
が
終
わ
る
４
月
18
日
の
午
後
、

山
神
輿
は
装
飾
品
を
付
け
て
「
還
御

祭
」
を
開
始
し
ま
す
。
神
輿
の
後
ろ

に
綱
を
付
け
て
支
え
な
が
ら
女
坂
を

下
り
、
掛
け
声
も
や
さ
し
く
ゆ
っ
く

り
と
下
宮
に
還
御
し
ま
す
。（
高
麗

の
山
神
輿
―
30
年
の
あ
ゆ
み
―
よ
り
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 
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大
磯
町
指
定
民
俗
資
料 

　大磯の春を告げるお祭り、高来神社の春の大

祭、高麗寺祭が開催されます。 

　神社境内より高麗山の社まで山道を引き上げ

る山神輿は迫力満点、見ているだけでもドキド

キしますが一緒に参加することもできます。 

　また、神社の

周辺では祭りを

盛り上げる植木

市も開催され、

多くの方で賑わ

います。 

 

〈高麗の山神輿〉 
　とき　4月16日(金)　午後6時頃～ 
　ところ　高来神社境内～高麗山山頂 
〈植木市〉 
　とき　4月17日(土)・18日(日) 
　午前9時～午後9時ごろ 

　駐車場がありませんので、車での来場はご遠

　慮ください。 

　　観光推進室　☎内線248問 

Vol.4

こう  らい　 じ　 まち 

④ 

　
３
月
14
日（
日
）、
文
化
財
消
防
訓

練
を
寺
坂
地
区
の
王
福
寺
で
実
施
し

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
消
防
車
に
よ
る
出
動
・

消
火
訓
練
や
文
化
財
の
搬
出
訓
練
な

ど
を
ご
住
職
は
じ
め
王
福
寺
の
方

と
、
消
防
署
員
・
消
防
第
７
・
８
分

団
が
一
緒
に
な
り
、
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。 

　
町
で
は
、
毎
年
１
月
の
文
化
財
防

火
デ
ー
に
合
わ
せ
、
文
化
財
施
設
防

火
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
文
化
財
消
防
訓
練
は
初
の
試
み

で
し
た
。
今
後
と
も
文
化
財
保
護
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

文
化
財
消
防
訓
練 

し
も
の
み
や
　
　

み
　

た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
も
と 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ど
う
か
み
の
み
や 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
の
み
や
と
ぎ
ょ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぎ
ょ 

 

さ
い 

　
高
麗
地
区
で
は
平
成
17
年
10
月
よ

り
町
内
会
を
中
心
に
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
を
組
織
し
、
ま
た
、
昨
年
か
ら

は
青
色
回
転
灯
搭
載
車
導
入
し
て
町

内
の
巡
回
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
日
頃
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
神
奈
川
県
警
か
ら
本
部
長
褒
章

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
自
主
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
・
安

全
に
気
を
つ
け
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願

い
し
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

神奈川県 
警察から 

▲表彰を受けられた高麗防犯パトロール隊の 
　みなさん 

高
麗
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が

高
麗
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が 

表
彰
さ
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
ま
し
た 

 

高
麗
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が 

表
彰
さ
れ
ま
し
た 

 



　
国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
、
日
本

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を

対
象
と
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。 

　
次
の
要
件
で
調
査
に
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

 

▼
主
な
仕
事
内
容 

　
左
記
の「
調
査
員
の
仕
事
の
流
れ
」

を
参
照 

▼
応
募
資
格 

○
町
内
在
住
で
、
20
歳
以
上
の
警
察
・

選
挙
・
税
務
に
直
接
関
係
の
な
い

方 

○
調
査
に
よ
り
知
り
得
た
秘
密
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
方 

▼
調
査
地
区 

　
お
住
ま
い
の
近
く
の
調
査
地
域

（
多
数
の
調
査
員
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
調
整
し
ま
す
） 

　
１
調
査
区
は
概
ね
40
〜
70
世
帯
か

ら
成
り
、
２
調
査
区
を
受
け
持
っ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
報
酬 

　
受
持
ち
調
査
区
数
、
世
帯
数
、
調

査
票
回
収
率
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。 

▼
募
集
人
数
　
140
人 

▼
応
募
期
限
　
５
月
28
日（
金
） 

▼
応
募
方
法
　
登
録
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
事
前
に
政
策

課
へ
電
話
連
絡
い
た
だ
き
、
ご
本

人
が
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
日
に

は
仕
事
内
容
の
説
明
等
、
簡
単
に

面
接
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
約
15
分
） 

※
登
録
用
紙
は
３
階
政
策
課
の
他
、

本
庁
舎
・
国
府
支
所
の
各
ロ
ビ
ー

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま

す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７ 

　
２
月
７
日（
日
）、
第
59
回
神
奈
川

県
統
計
大
会
に
お
い
て
、
統
計
調
査

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査

に
従
事
し
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
次
の
３
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 

 

総
務
大
臣
表
彰 

（
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
員
） 

　
　
　
　
　
　
重
村
　
静
子
　
さ
ん 

神
奈
川
県
知
事
表
彰 

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
君
子
　
さ
ん 

神
奈
川
県
統
計
協
会
会
長
表
彰 

　
　
　
　
　
　
伴
　
紀
子
　
さ
ん 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７ 
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磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

大

磯

中

学

校

三

曲

会

 
 

　
２
月
13
日
土
曜
日
に
、
大
磯
中
学

校
で
三
曲（
箏
・
尺
八
・
三
味
線
）会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
尺
八
と
箏
の
体
験
を
前
半
に
行
い

ま
し
た
。
私
は
箏
の
体
験
を
し
ま
し

た
。 

　
一
度
、
箏
は
体
験
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
む
ず
か
し

い
で
す
。 

　
後
半
は
箏
・
尺
八
・
三
味
線
の
先

生
が
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
と
て
も
き
れ
い
な
演
奏
会
で
し

た
。 

　
こ
の
よ
う
な
箏
や
尺
八
の
体
験
は

な
か
な
か
出
来
な
い
の
で
、
た
く
さ

ん
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
帆
奈
美
） 

 

 

大

磯

町

に

雪

!!  
 

　
２
月
18
日
木
曜
日
、
大
磯
町
に
雪

が
ふ
り
ま
し
た
。 

私
は
朝
、

目
を
さ

ま
し
た

ら
、
外

が
真
っ

白
な
の

で
び
っ

く
り
し

ま
し
た
。 

　
雪
は
午
前
中
で
と
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
雪
で
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

　
来
年
も
、
少
し
で
良
い
か
ら
、
ふ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
帆
奈
美
） 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７ 

統
計
調
査
員 

　
　
　  

表  

彰 

～１０月1日に国勢調査が実施されます～ 

▲うっすらと雪化粧した郷土資料館 

調査員説明会への出席 

調査員の仕事の流れ 

8月中旬～ 
　　9月上旬 

自宅にて配布資料の準備 
8月下旬～ 
　　9月中旬 

調査地域の確認及び世帯 
リーフレットの配布 

9月20日～ 
　　22日 

受け持ち地域のすべての 
世帯を漏れなく、重複な 
く把握し、名簿と地図を 
作成、調査票を配布 

9月23日～ 
　　30日 

調査票の回収 
10月1日～ 
　　　7日 

郵送提出予定者で調査票 
の未提出世帯に対し、『調 
査票の提出の確認につい 
て』（確認状）を配布 

10月8日～ 
　　11日 

調査票未提出世帯からの 
調査票回収 

10月16日～ 
　　22日 

調査書類を検査し、指導 
員へ提出 

10月下旬 
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車でのご来場は、 
ご遠慮ください。 

ふれあい広場 
観光観光 
案内所案内所 
観光 
案内所 

邸
園
文
化
交
流
園
・
大
磯 
２０１０ 

※道案内は観光案内所にお立寄下さい。 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み 

　（
社
）大
磯
町
観
光
協
会
　
〒
255
―

０
０
０
３
　
大
磯
町
大
磯
878
―
１ 

　
☎
（
61
）３
３
０
０ 

※
本
事
業
は
、
町（
都
市
計
画
課
）と

（
社
）大
磯
町
観
光
協
会
が
協
働
し

実
施
し
て
い
ま
す
。 

共
通
事
項 

▼
日
程
　
７
月
22
日（
木
）〜
８
月
５

日（
木
） 

▼
派
遣
先
　
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
ラ
シ
ン
市 

▼
参
加
資
格
　
町
内
在
住
の
高
校
生 

▼
募
集
人
数
　
４
人 

▼
参
加
者
負
担
金
　
12
万
円 

▼
募
集
方
法
　
事
務
局
窓
口（
役
場

３
階
総
務
課
）及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
募
集
要
項
、
募
集
用
紙
を

配
布
し
ま
す
。 

▼
募
集
期
間
　 

　
４
月
５
日（
月
）〜
26
日（
月
） 

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
内
到
着
に

限
る 

▼
選
考
試
験
日
・
内
容 

○
第
一
次
選
考
　
５
月
９
日（
日
） 

　
日
本
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
簡
単
な
英
会
話 

○
第
二
次
選
考
　
５
月
23
日（
日
） 

　
日
本
語
に
よ
る
面
接 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
姉
妹
都
市
協
会

事
務
局（
〒
255
―

８
５
５
５
大
磯
町

総
務
課
内
）　
☎
内
線
２
１
１ 

　町姉妹都市協会では、次の 
とおり、アメリカ姉妹都市へ 
の高校生派遣参加者を募集し 
ます。 
 

ＪＲ大磯駅から徒歩10分 

旧安田邸旧安田邸 旧安田邸 

   

▼
と
き
　
５
月
27
日（
木
） 

①
午
前
の
部（
11
時
〜
12
時
） 

　
受
付
10
時
30
分
〜
11
時 

②
午
後
の
部 

　（
14
時
30
分
〜
15
時
30
分
） 

　
受
付
14
時
〜
14
時
30
分 

▼
内
容
　
旧
安
田
邸
の
お
庭
散
策
と

お
茶
室
で
お
点
前
を
楽
し
む（
大

磯
み
や
げ
付
き
） 

▼
受
付
場
所
　
旧
安
田
邸 

　（
案
内
図
参
照
） 

▼
参
加
費
　
２
，０
０
０
円 

▼
募
集
人
数
　
各
回
14
人
程
度 

   

▼
と
き
　
５
月
27
日（
木
） 

①
午
前
の
部（
10
時
〜
12
時
） 

　
受
付
　
９
時
30
分
〜
10
時 

②
午
後
の
部 

　（
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
） 

　
受
付
　
13
時
〜
13
時
30
分 

▼
内
容
　
旧
安
田
邸
の
お
茶
室
で
お

点
前
を
楽
し
む
↓
旧
安
田
邸
の
お

庭
案
内
↓
町
内
の
旧
跡
案
内
↓
翠

渓
荘
の
お
庭
案
内
↓
解
散 

＊
コ
ー
ス
は
、
ガ
イ
ド
の
先
導
に
よ

り
約
２
㎞
徒
歩
で
め
ぐ
り
ま
す 

▼
受
付
場
所
　
旧
安
田
邸 

　（
案
内
図
参
照
） 

▼
参
加
費
　
２
，０
０
０
円 

▼
募
集
人
数
　
各
回
14
人
程
度 

 

  

◎
予
約
受
付
期
間 

・
４
月
５
日（
月
）か
ら
事
業
実
施
日

の
10
日
前
迄（
受
付
開
始
日
前
の

申
込
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
） 

・
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
、
予
約
受
付

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

・
お
子
様
同
伴
の
お
申
込
み
は
、
お

断
り
致
し
ま
す
。 

◎
申
し
込
み
方
法 

・
往
復
は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

必
要
事
項（
申
込
み
コ
ー
ス
名
・

時
刻
、
参
加
者
の
住
所･

氏
名･

電

話
番
号
）を
明
記
の
う
え
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。 

　（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
等
で
の
予

約
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。） 

・
申
し
込
み
は
が
き
及
び
フ
ァ
ッ
ク

ス
は
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
（
10
日
前

以
降
の
消
印
無
効
） 

・
予
約
完
了
表
が
届
き
し
だ
い
、
大

磯
町
観
光
協
会
の
口
座
に
金
額
を

人
数
分
お
振
込
く
だ
さ
い
。 

　（
入
金
確
認
後
受
付
完
了
） 

・
は
が
き
及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
１
枚

で
２
人
ま
で
申
し
込
み
が
で
き
ま

す 

◎
そ
の
他 

・
天
候
の
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
の
変

更
・
省
略
が
あ
り
ま
す
。 

・
参
加
中
は
、
ガ
イ
ド
又
は
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。 

・
立
ち
入
り
禁
止
の
部
分
の
見
学
は

出
来
ま
せ
ん
。 

・
履
物
は
底
が
平
な
物
を
お
願
い
し

ま
す
。 

・
ペ
ッ
ト
を
つ
れ
て
の
参
加
は
出
来

ま
せ
ん
。 

・
邸
園
内
に
駐
車
場
は
有
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

・
車
椅
子
で
の
ご
参
加
は
出
来
ま
せ

ん
。 

※
邸
園
は
企
業
の
所
有
地
で
あ
り
、

通
常
は
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。 

▲旧安田邸のお庭散策のようす（昨年度） 



図書館の休館日 
　4月／1・5・12・19～23・26日 

郷土資料館の休館日 
　4月／1・5・12・19・26日 

図書館・郷土資料館 図書館・郷土資料館 図書館・郷土資料館 り だ よ り だ よ 

図
書
館
情
報 

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・ 

　
申
し
込
み
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

郷
土
資
料
館
情
報 

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・ 

　
申
し
込
み
　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

 

企 

画 

展 

の 

ご 

案 

内 
 

　
学
習
参
考
資
料
展 

　
「
み
ん
な
で
調
べ
た 

　
　
　
今
年
の
大
磯
町
の
春
花
」 

       

　
「
大
磯
町
に
は
ど
ん
な
種
類
の
桜
が
あ

る
だ
ろ
う
？
」、「
春
の
七
草
は
ど
こ
に
行

け
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
？
」
身

近
な
疑
問
に
答
え
る
た
め
、
郷
土
資
料
館

で
は
、
住
民
参
加
型
の
調
査
「
み
ん
な
で

町
の
自
然
を
調
べ
よ
う
〜
桜
・
タ
ン
ポ

ポ
・
春
の
花
〜
」
を
行
な
い
、
こ
の
調
査

の
結
果
を
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
展
示
は
４
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

が
、
調
査
は
５
月
上
旬
ま
で
行
な
い
ま

す
。
調
査
結
果
を
そ
の
都
度
、
加
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
日
々
、
変
化
の
あ
る
展
示

に
な
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
も
調
査
に

参
加
し
、
展
示
作
成
者
の
一
員
に
な
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

▼
会
期
　
４
月
25
日（
日
）〜
６
月
６
日 

　（
日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

▼
会
場
　
郷
土
資
料
館 

企
画
展
示
室 

▲ソメイヨシノ 

 
図
書
館
を
１００
％
活
用
す
る
方
法 

　 　
３
月
か
ら
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
新
年
度
を
迎
え

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

《
は
じ
め
て
利
用
さ
れ
る
方
へ
》 

○
あ
い
て
い
る
時
間 

▼
午
前
９
時
〜
午
後
７
時（
土
日
祝
は
午

後
５
時
） 

◇
国
府
分
館
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時 

○
お
や
す
み
の
日 

　
月
曜（
祝
日
の
場
合
開
館
し
、翌
日
以
降

の
祝
日
で
な
い
日
を
休
館
）、
第
１
木
曜
、

年
末
年
始
、蔵
書
点
検
期
間
。
詳
し
く
は
、

広
報
お
知
ら
せ
版
・
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

○
利
用
券
の
作
り
か
た 

　
住
所
が
確
認
で
き
る
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
で
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。 

○
借
り
る
と
き
は 

　
借
り
た
い
本
等
と
利
用
券
を
一
緒
に
カ

ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

図
書
・
雑
誌
・
・
・
10
冊
ま
で 

カ
セ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｄ
・
・
・
５
点
ま
で 

期
間
・
・
・
２
週
間 

　
本
と
雑
誌
は
予
約
が
入
っ
て
い
な
い
と

き
は
１
回
に
限
り
期
間
を
延
長
で
き
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
や
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

館
内
検
索
機
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
返
す
と
き
は 

　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
図

書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
返
却
ポ

ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
カ
セ
ッ
ト
や

Ｃ
Ｄ
、
紙
芝
居
は
ポ
ス
ト
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

《
図
書
館
の
達
人
に
な
ろ
う
》 

○
館
内
の
検
索
機 

　
利
用
し
た
い
資
料
の
有
無
や
場
所
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
書
庫
の
資
料
は
、

確
認
票
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。
貸
出
中
の
資
料
の
予
約
は
、
資
料
が

返
却
さ
れ
た
と
き
に
、
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

        

○
リ
ク
エ
ス
ト 

　
当
館
に
所
蔵
し
て
い
な
い
本
や
雑
誌
は
、

購
入
や
県
内
の
他
の
図
書
館
な
ど
か
ら
借

り
て
ご
用
意
し
ま
す
。 

○
ま
ち
の
資
料
室 

　
辞
典
・
年
鑑
・
白
書
・
法
規
集
・
郷
土

資
料
な
ど
、
調
べ
る
た
め
の
資
料
が
揃
っ

て
い
ま
す
。 

○
館
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
図
書
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

ま

ち

の

ギ

ャ

ラ

リ

ー

 
 

展
示
日
と
時
間
　
図
書
館
の
開
館
日
で
閉

館
時
間
の
10
分
前
ま
で 

場
所
　
本
館
２
階
　
展
示
ロ
ビ
ー 
 

◎
大
磯
町
書
道
協
会
「
春
の
書
展
」 

▼
と
き
　
４
月
９
日（
金
）午
前
９
時
30
分

〜
11
日（
日
）午
後
４
時 

▼
内
容
　
会
員
の
作
品
展
示 

 

◎
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
介
護
支
援
の
ぞ
み
会
有
志
手
芸
展 

▼
と
き
　
４
月
13
日（
火
）午
前
10
時
〜
18

日（
日
）午
後
４
時 

▼
内
容 

　
手
芸
品 

   

◎
城
山
三
期
会
絵
画
展 

▼
と
き
　
４
月
28
日（
水
）午
後
１
時
〜
５

月
８
日（
土
）午
後
３
時 

▼
内
容 

　
水
彩
画 

 

▲「のぞみ会有志手芸展」 

▲館内検索機 

▲「城山三期会」 
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蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ 

　
４
月
19
日（
月
）〜
23
日（
金
）ま
で
、

蔵
書
の
点
検
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

は
　
な 
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情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

　地域の健康づくりを食生活から見

直す活動をする方を養成する講座で

す。講座を修了すると、「大磯町食

生活改善推進団体」の会員となり、

町の料理教室の開催や普及活動等を

行っています。 

　対象　町内にお住まいの方（年齢
制限なし） 

　受講期間　5月～12月(調理実習
を含む、全13回) 

　場所　町保健センターなど 
　定員　15人（保育あり） 
　申込締切　5月7日(金) 
　その他　男女年齢問わず、どな
たでも受講できます。 

　　スポーツ健康課　☎内線310

町の食生活を 
一緒に見直してみませんか 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

　料理を楽しみたい方、料理は初め

てという方歓迎！バランスの良い食

事づくりを実習します。 

　とき 
　5月17日（月）、 

　6月29日（火）、 

　7月20日（火）、 

　9月14日（火）、 

　10月13日（水）　　　　 

　いずれも10:00～13:00 

　ところ　保健センター1階保健指
導室 

　対象・定員　成人男性、24人 
　費用　1回600円（初回に5回分
を徴収） 

　持物　エプロン、三角巾、手ふき
タオル、筆記用具 

　主催　大磯町食生活改善推進団体
（ママの会） 

　申込締切　4月20日（火）まで 
　・　　加藤宅　☎･FAX（61）3111

男性の料理教室  
（全5回） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　簡単な実習をしながら和食の基本

をマスターし、和食好きな子どもを

育てましょう。お手軽レシピもご紹

介します。 

　とき　5月10日（月）、7月5日
(月）　いずれも10:00～12:00 

　ところ　保健センター1階保健指
導室 

　対象　40歳代位までの方 
　定員　20人（保育あり） 
　費用　200円（保険代、材料費） 
　持物　エプロン、三角巾、手ふき
タオル、筆記用具 

　申込締切　各開催日の1週間前ま
で。定員になり次第締切ります。 

　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310

和食料理の実践! !  
「きほんのき」 

▼
 
▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

問 申 

　募集教科 
　国語、数学、理科、保健体育、英

語 

　受付期間　 
　左記と同じ 

 

　　国府中学校　☎(71)0410 
 

▼
 

▼
 

問 

　募集内容 
　国語、社会、数学、理科、保健体

育、家庭科 

　受付期間　 
　4月1日(木)～15日(木) 

 

　　大磯中学校　☎(61)0073

平成22年度町立中学校学習支援ボランティア募集 

【国府中学校】 【大磯中学校】 

▼
 

▼
 

問 

　大磯及び国府中学校では開かれた

学校づくりの一つとして、生徒とと

もに学ぶ聴講生を公募します。 

　対象者　町内在住の方 
　申込方法　申込書を各中学校にご
提出ください。 

※聴講生の受入要領と申込書等は、

両中学校のホームページより取り

出せます。申込み後、面接審査の

上受入れ決定をします。 

　申込締切　4月20日(火) 
　今年度は4月から実施いたしま

す。学習指導計画などの詳細につ

きましては学校にお問い合わせく

ださい。 

　・大磯中学校　☎(61)0073 
　・国府中学校　☎(71)0410

町立中学校における 
聴講生の受入れについて 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

消防車の出動情報、休日当番医情

報は、こちらで確認をしてくださ

い。通常は、防災情報(内容は毎

月変わります。)が聞けます。 

　　消防署　☎（61）0911問 

防災行政無線で放送した内容を

電話で確認できます。 

　　危機管理対策室 

　☎内線241
問 

防災行政無線ダイヤル 
☎（62）1122

消防情報ダイヤル 
☎（62）5151

　大磯及び国府中学校では、授業の補助等教育活動に協力いただける方を 

募集します。 

　※補助内容の詳細につきましては各学校にお問い合わせください。 

 

 

 



広告 

一般教室 
教　科：算数・数学・英語・国語 
学習日：月・火・木・金のうち２回 

大磯小前教室 
(大磯小正門徒歩１分)

土曜日 10：00～11：30

24広報おおいそ　平成22年（2010年）4月 

　文字入力などの基礎的な操作方法

やインターネットの閲覧方法を4回

に分けて学習します。 

　とき　5月7日、14日、21日、
28日(いずれも金曜日)各回とも 

　 9 :30～12:00(全日出席できる方

のみ) 

　ところ　生涯学習館 
　対象　町内在住の成人15人(初め
て受講する方優先) 

　参加料　無料 
　持ち物　筆記用具 
　その他　パソコンは、生涯学習館
のものを使用しますが、ご自宅の

パソコンのＯＳを申し込み時にお

申し出ください。 

（例：XP,Vista,Windows7など） 

　申し込み　電話で4月5日(月)か
ら(先着順) 

　・　　生涯学習課　☎内線323

パソコン講座 
受講者募集  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　電話や窓口で、町保健師がご相談

に対応しています。 

　とき　随時受付 
　ところ　保健センター 

妊娠・出産相談 
▼
 

▼
 

　健康全般について、電話や窓口

で、町保健師・管理栄養士がご相談

に対応しています。 

　とき　随時受付、予約相談日毎月
第2火曜日（予約優先） 

　ところ　保健センター 
　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310 
 

健康相談（予約制） 

▼
 
▼
 

問 申 

　満開の桜の中、「曽我物語」虎御

前と曽我十郎のロマンを訪ねません

か。 

　とき　4月3日(土)　9:30から約
2時間30分　小雨決行 

　集合場所・時間　大磯駅　9:30 
　コース　大磯駅～延台寺～（旧東
海道）～化粧井戸～高来神社～善

福寺～（花水川土手遊歩道を通っ

て花見）～虎女の文塚～（平塚市内

の虎女ゆかりの地）～万田貝塚～

高村団地バス停前　解散 

　定員　50人（当日先着順） 
　参加費　500円（保険代、資料代
含む） 

　　大磯ガイドボランティア協会 

　（はまひるがお内）　☎(67)9085 
　9:00～17:00

虎女ゆかりの地を訪ねる 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

問 

～ビーチフラッグス・ランスイムラ
ンに挑戦しませんか？～ 
　第12回神奈川県ライフセービン

グ選手権大会へ参加するジュニアの

方を募集しています。奮ってご応募

ください。 

　と　き　5月23日（日） 
　ところ　大磯海岸 
　対象者　小学3年生～中学3年生 
　締切　4月30日（金） 
　主催：神奈川県ライフセービング
連盟 

　　大磯ライフセービングクラブ 

　内桶　☎090(2174)6820 
　Eメール：u.oiso.l.s.c.-01@ 

　　　　　　kme.biglobe.ne.jp

ライフセービングへ  
チャレンジ！ 

問 

広告 

0463(61)8875 大磯町東小磯 

　今までの気象に関する警報・注意

報は、「湘南地区の情報」として発表
されていましたが、最近の「ゲリラ

豪雨」と呼ばれる短時間の局地的な

大雨などに対応するため、5月27

日（予定）から、「大磯町の情報」と
して発表されます。 

 

　・危機管理対策室　☎内線241 
　・横浜地方気象台　防災業務課 
　　☎045(621)1999

問 

警報・注意報 の 

  発表方法が 
　　変わります。 

気象に関する 

詳しくは、左の 

ＱＲコードから 

5月27日 
から 



中小企業診断士による 顧問弁護士・税理士による 

広告 広告 

神経神経・骨格骨格・筋肉を的確に検査し、筋肉を的確に検査し、無理なく無理なく 
年齢症状に合せて、年齢症状に合せて、筋肉の緩和操作、筋肉の緩和操作、骨盤、骨盤、 
背骨、背骨、各関節の矯正施術をいたします。各関節の矯正施術をいたします。 

神経・骨格・筋肉を的確に検査し、無理なく 
年齢症状に合せて、筋肉の緩和操作、骨盤、 
背骨、各関節の矯正施術をいたします。 

「本紙見本紙見た」 
で 初診料初診料 
無料無料!

「本紙見た」 
で 初診料 
無料!

～万病は背骨から～ ～万病は背骨から～ 

●腰痛・脚痛 ●頭痛 ●首・肩・背中コリ痛 ●関節痛 
●内臓痛 ●スポーツ痛 ●体質・体型改善、他症状 

受 休 
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　健康な身体づくりに卓球をやって

みませんか。 

　みなさん、気軽にお越しください。 

　とき・ところ　 
　第2日曜日：大磯中学校体育館 

　第3日曜日：国府中学校体育館 

　9 :00～12:00 

※学校行事等により、変更になる場

合があります。詳しくはお知らせ

版を確認してください。 

※ラケット、シューズは各自持参し

てください。 

　　町卓球協会　小野寺宅 

　☎(61)4713

卓球教室を開催 

▼
 

問 

　とき　①4月22日(木)  20:00～ 
　　　　②4月25日(日)  10:00～ 

　　　　　（9 : 45～開会式） 

　ところ　大磯プリンスホテルボウ
リングセンター 

　参加資格　町在住、在勤、在学の方 
　種目　一般の部（19～49歳）、 
　　　　シニアの部（50歳以上）、 

　　　　ジュニアの部（18歳以下） 

　競技方法　3ゲームトータルピン
※ハンディキャップ制 

　参加費　1,500円 
　参加賞　参加者全員に鉢植え小花
贈呈(ジュニア図書券付） 

　申込方法　申込用紙に必要事項を
記入の上、ボウリング部事務局

（〒259-0111大磯町国府本郷546

大磯プリンスホテルボウリングセ

ンター内）へ持参または郵送にて。 

※申込用紙は大磯プリンスホテルボ

ウリングセンターにあります。 

　・　　町体育協会ボウリング部 

　石井宅　☎(61)0646

第14回 
町民春季ボウリング大会 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　とき　5月9日(日)8：30～ 
　ところ　大磯中学校、国府中学校 
　大磯運動公園テニスコート 

　資格　町在住、在勤、在学の方 
　・　　町体育協会ソフトテニス部 

　関野宅　☎(34)3092(19:00以降)

第36回 
町民ソフトテニス大会 

▼
 
▼
 ▼
 

問 申 

　町では、無料でスポーツ物品の貸

し出しを行っています。 

　数に限りもございますので、利用

をご希望の方はスポーツ健康課まで

お問合せください。 

※貸出物品の例 
　ユニカール、グラウンドゴルフ、

ゲートボールなど 

　　スポーツ健康課　☎内線324

スポーツ物品をお貸しします。 

問 

　とき　4月11日(日)　8 :30開会 
　ところ　大磯中学校グラウンド 
　資格　町内在住・在勤・在学の方 
　競技規則　日本ソフトボール協会
オフィシャルルール 

　申込期限　4月2日(金) 
　代表者会議・抽選会 
　4月6日（火）　19:00～ 

　生涯学習館 

　・　　町体育協会ソフトボール部 

　尾崎宅　☎(61)4550

第19回 
町民春季ソフトボール大会 

▼
 
▼
 ▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

スポーツ少年団員募集 
問 

団名 活動日時 活動場所 対象者 申込・問合せ 

剣　道 
月・金曜日 
１８：３０～２０：００ 

武道館 5歳以上 
大塚　哲史 
☎（61）0533

柔　道 
火・木・土曜日 
１９：００～２０：３０ 

武道館 
幼稚園 
年中組以上 

久保田　秀樹 
☎（61）8649

空手道 
水・土曜日 
１９：００～２０：３０ 

武道館 
幼稚園 
年長組以上 

仲川　鴻平 
☎（72）0501

サッカー 
毎土曜日 ９：００～１２：００ 
毎日曜日 ９：００～１２：００ 

大磯小 
グラウンド 

小学1年生 
～6年生 

加藤　元治 
☎（61）3643

ミニ 
バスケット 
ボール 

日曜日　９：００～１２：００ 
火曜日 １８：００～２０：３０ 
木曜日 １９：００～２０：３０ 
（月１回） 
金曜日 １９：００～２０：３０ 

大磯小体育館 
または 
国府小体育館 

小学1年生 
以上 

藤田　裕和 
☎（61）4721

　　スポーツ健康課　☎内線324

　町では、スポーツ指導者バンクの

設置に伴い、指導者を募集していま

す。スポーツ・健康活動に十分な理

解と知識を有し、指導者バンクの事

業に積極的に協力することができる

方で、次のいずれかに該当する方を

募集します。 

○体育・スポーツ論理に関する指導

者 

○各種スポーツ・レクリエーション

の実技指導者 

○健康づくりに関する指導者 

　　スポーツ健康課　☎内線324

スポーツ指導者を募集！ 

問 
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火事と救急 
2月の出動状況 

消防車…025件（火災出動 1、救助出動 0、その他出動 24） 
救急車…113件（急病 74、交通事故 18、一般負傷 11、その他 10） 広報おおいそ　平成22年4月 

休日急患診療 
在宅当番医 

4月の日程表 

日 曜 当　番　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

4 

11 

18 

25 

29

日 

日 

日 

日 

木 

井上整形外科 

尾上クリニック 

脇医院 

住田医院 

二見整形外科 

整・リハ・リウマチ 

内・循 

内・消・小・外 

内・小・循 

整・リハ 

二宮町百合が丘１－１－１ 

二宮町二宮795 

大磯町大磯１５６２ 

二宮町二宮１２２－８ 

二宮町川匂６ 

７２－４１１４ 

７１－１６１２ 

６１－０８２９ 

７１－０１７９ 

0465 - 4 3 - 2 9 2 1

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹 
　介する場合があります。 

※休日当番医は、都合により変更となる場合がありま 
　すので、事前に消防署へご確認ください。 

◎問い合わせ　大磯町消防署　☎（６１）０９１１　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

　休日当番医は 
町モバイルペー 
ジでも確認でき 
ます。 

http://www.town.oiso.kanagawa.jp/i/

※まず、あなたの主治 
　医の都合を聞いた上 
　でご利用ください。 
診療時間厳守 
　・午前９時～１２時 
　・午後２時～５時 
 

　骨太体操ボランティアと一緒に体が喜ぶ 

お話と音楽に乗せた楽しい体操で、昨日よ 

り元気なあなたになりませんか。 

（参加費・申し込み不要　直接会場へ） 　スポーツ健康課　☎内線310

日　　時 ところ 

4月23日（金) 国府新宿 
福祉館　 

13:30～ 
　15:005月28日（金) 

内容：男性限定の体操講習会 一般 
向け 
一般 
向け 
一般 
向け 

内容：ゆったりとした太極拳の動きと 
　　　高齢者向けの体操 

日　　時 ところ 

4月14日（水) 

さざれ石 
10:00～ 
　11:30

4月22日（木) 

5月12日（水) 

5月27日（木) 

4
月
 

5
月
 

日（曜日） 時　　間 場　　所 
5日（月） 
6日（火） 
8日（木） 
13日（火） 
15日（木） 
19日（月） 
27日(火） 
10日（月） 
11日（火） 
13日（木） 
17日（月） 
20日（木） 
25日(火） 

１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１４：００～１５：３０ 

国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
ふれあい会館 
さざれ石 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
国府新宿福祉館 
さざれ石 
ふれあい会館 

問 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

骨 
太 
体 
操 
講 
習 
会 

検診項目 検診日 受付時間 

午前 9：00～10：30 
 

午後 1：00～  2：00

男性  午前 8：00～ 8 ：30 
女性  午前 8：30～11：00

自己負担金 

   800円（400円） 

1,000円（500円） 

視触診のみ 
600円 

視触診とマンモグラフィ 
1,400円（700円） 

定　　員 

30歳～39歳の女性：視触診のみ 
（午前・午後　各20名ずつ） 

40歳以上の女性：視触診とマンモグラフィ 
（午前・午後　各45名ずつ） 

20歳以上の女性対象 
（午前・午後　各50名ずつ） 

40歳以上の成人対象 
（定員50名） 

乳 が ん 
5月19日（水） 
5月11日（火） 

5月11日（火） 

5月28日（金） 

5月28日（金） 

胃 が ん 

午前 8：00～11：00    400円（200円） 40歳以上の成人対象（定員50名） 大腸がん 

子宮がん 
（頚部） 

5月のがん検診（予約申込み制） 

◎乳がん・子宮がん申込み受付… 4月13日（火）から　8：30～17：15まで（土日・祝日を除く） 
午前中のみ保育あり。今年度から、子宮がん検診も隔年検診となりました。ただし、子宮がん検診は、移行期になる 
ため今年度対象外の生まれで昨年受診しなかった方は受けることができます。今年度の対象：昭和の偶数年（和暦）４ 
～12月生まれの方と、奇数年1～3月生まれの方。平成元年４～12月生まれの方と、平成２年１～３月生まれの方。 
＊乳がん、子宮がん検診は医学的に毎年受けても２年に１度の受診でも医学的に効果は変わらないとされています。 

問 申 

けい 

◎胃がん・大腸がん申込み受付… 4月20日（火）から　8：30～17：15まで（土日・祝日を除く） 
（　）内の金額は、75歳以上の方の自己負担金額となります。　　　　　　・　　スポーツ健康課　☎内線308～310
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気象情報 

2月 

最高気温 19.2度　　最低気温 －1.1度　　平均気温 6.5度 
総雨量 112mm広報おおいそ　平成22年4月 

　不用品の登録やあっせんの受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日は除きます） 
○不用品登録状況はホームページでも
ご覧いただけます。 

○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引が成
立している場合もありますのでご了
承ください。 

　　　町民課　☎内線２３７ 

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

▼
 

教育委員会定例会 

　4月21日(水)　9時～ 

　役場本庁舎　4階第1会議室 

　　子ども育成課　☎内線322 

農業委員会総会 

　4月23日(金)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

問 

問 

１５日（木）１３時～１６時 

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

２０日（火） 
１３時～１５時３０分 

福祉センター 
「さざれ石」 

社会福祉協議会 
☎（６１）９３９０ 

平塚保健福祉事務所　☎（３２）０１３０ 

心 配 ご と 相 談  人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

毎週月曜日～金曜日 
（ただし、祝日は除きます） 

９時～正午/１３時～１６時３０分 

大磯町教育研究所　教育相談窓口 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６０）３６７０ 電 話 教 育 相 談  

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

こころの健康相談 
心の悩みや病気で困っている方やその家族を
対象に精神科医が相談を受けます。 
（引きこもりやアルコール等の相談も含む） 

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます） 
８時３０分～１７時１５分 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て支援室内）　☎（６１）６２１０ 児 童 虐 待 相 談  児童虐待に関する相談 

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます） 
８時３０分～１７時１５分 

大磯町地域包括支援センター 
☎（６１）９９６６ 高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談 

毎週水曜日、第1第３土曜日 
１３時３０分～１５時（予約制） 

障害福祉センター 
☎（７３）４５３０ 心 の 保 健 相 談  

心の病気に関する悩みを抱えてい
る本人や家族の相談 

8日（木）１３時～１６時 行 政 相 談  行政や特殊法人に対する要望や苦情 

8日（木）、１５日（木） 
１３時～１６時（予約制） 

問い合わせください。 
１３時３０分～１５時４５分（予約制） 

問い合わせください。 
１３時３０分～１５時４５分（予約制） 

法 律 相 談  
相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日
常生活の中の法律的な問題 

認 知 症 相談 
（老人性痴呆疾患） 

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。 

消 費 生 活 相 談  

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、 
商品や訪問販売に関する 
苦情等 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は 
　毎月１日からです。 
（１日が土・日・祝日の場合
　は、翌日または翌々日） 

町民課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［4月］ 

平塚市消費生活センター 
☎（２１）７５３０　※無料の駐車場はありません。 

月～金　９時３０分～１６時 

月～金　９時３０分～１９時 
土日祝　９時３０分～１６時３０分 

（ただし、年末年始及び 
　施設管理上実施でき 
　ない日を除きます。） 

（ただし、祝日は除きます） 

木製折りたたみベッド、子供用自転
車（20インチ女児用）、英字タイプラ
イター、ベビーカー、ベビーチェア 

子供用自転車（4歳男児用）、DVDレ
コーダー、自転車のタイヤとチュー
ブ、ミシン、小型ミシン 

○ ゆずってください 

 

かながわ中央消費生活センター 
☎０４５（３１１）０９９９ 

○ ゆずります 

（
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思
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今
月
の
短
歌 

今
月
の
短
歌 

今
月
の
短
歌 

　日本の伝統美の竹をより一層美しく 

感じながら、幽玄な雰囲気の中で早春 

の夜を堪能してみませんか。 

　とき　4月17日(土)～18日(日) 
　18:00～20:30(雨天決行) 

　ところ　大磯城山公園不動池北側、 
　もみじの広場、茶室内の各竹林 

　入場料　無料 
　駐車場　17:00～20:30無料開放 
　(期間中)　 

　その他　ライトアップ終了時まで茶室『城山庵』を営業します。 
　　県立大磯城山公園管理事務所　☎(61)0355

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

県立大磯城山公園　竹林ライトアップを開催 県立大磯城山公園　竹林ライトアップを開催 



町の人口と世帯 
5月1日現在 

撮影者 
①　 杉崎さん(広報カメラマン) 
②　 奥野さん(広報カメラマン) 
③　 高田さん(広報カメラマン) 
④⑤ 太田さん(広報カメラマン) 
⑥　 上田さん(広報カメラマン) 
 

②海の生き物に興味津々 
　（2/14・海の教室ビーチコーミング） 

⑥研師による刃を研く実演 
④春の訪れが着々と（地福寺の梅） 
　（2/3） 

①きれいな菜の花摘めたかな 
　（3/13・大磯運動公園まつり） 

③快晴の中多くの人で賑わった 
　餅つき大会　（3/14・馬場公園） 

人口 32,705（－20）　男 15,924（－13）　女 16,781（－7） 
世帯 12,439（－2）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
3月１日現在 広報おおいそ　平成22年4月 28
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　　大磯町漁業協同組合　☎(61)0940 
　　観光推進室　☎内線248
問 

　ぼくの愛車は三輪車♪駅まで電車を 
見に行くよ。出発進行！帰ってからは 
ミニカーでプップー！乗り物大好き♪ 

※このコーナーに登場してくれるお子

さんを募集しています。 

◎問い合わせ　政策課　☎内線207

樋原　陽悠くん　 
平成19年８月28日生 

　ひ　ばら　　　ひ　ゆう 

剛さん、多香子さんの長男 

　毎回好評をいただいている 

大磯漁港での“さかなの朝市” 

がいよいよ始まります。 

日時：4月18日、5月16日、 

　　　6月20日、7月4日、 

　　　9月19日、10月17日 

（いずれも日曜日開催） 

8:30～(整理券配布は7 :00～) 

(荒天・不漁の場合は中止、8月・ 

11～3月はお休みです。）　 

春が旬のお魚は･･････ 

　マアジやマダイ、カタクチ

イワシ、サヨリなどです。サ

ヨリは、身体に似合わず大変

美味な味わい。刺身や寿司だ

ね、お吸い物に適しています。 

(大磯町漁業協同組合ホームページより) 

〈大磯で獲れるお魚ランキング〉 

をご紹介します。 
 

1位　マサバ 

　　　秋に最も美味 

2位　ウルメイワシ 

　　　秋から冬が旬 

3位　ヤマトカマス 

　　　塩焼きや干物に最高!! 

4位　ムロアジ 

　　　夏が旬。クサヤの原料 

5位　ヒラソウダ 

　　　削り節の原料 

6位　マアジ 

　　　お刺身や干物 

＊大磯町郷土資料館お魚ハンドブックより 

地場産の野菜の 
直売も同時開催!!

⑤鋭い光を 
　放つ刃 

④ 

2/23～4/4　郷土資料館　春季企画展 

研師  人間国宝  永山光幹 


